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会　計　別 主な使い道 予算額 増減率（％）
国民健康保険特別会計事業勘定 国民健康保険加入者を対象とした医療給付 71 億 7,700 万円 △ 18.7
国民健康保険特別会計直診勘定 青垣診療所の運営 ２億 2,020 万円 △ 1.2
介護保険特別会計保険事業勘定 65 歳以上で要介護認定を受けた対象者への介護給付 69 億 3,500 万円 4.6
介護保険特別会計サービス事業勘定 地域包括支援センターの運営 2,230 万円 7.2
後期高齢者医療特別会計 75 歳以上の方を対象とした医療給付 ９億 600 万円 3.4

訪問看護ステーション特別会計 在宅介護支援サービスの提供 1,880 万円 0.5

地方卸売市場特別会計 卸売市場の管理 260 万円 △ 10.3
駐 車 場 特 別 会 計 月極・一時駐車場施設の管理 1,130 万円 △ 6.6
看 護 専 門 学 校 特 別 会 計 丹波市立看護専門学校の運営 14 億 1,400 万円 120.2
農業共済特別会計（収益的収支） 農業共済金、無事戻金の支払いなど ２億 430 万円 1.0

総　　　合　　　計 169 億 1,150 万円 △ 3.1

会　計　名 主な使い道   予算額    増減率（％）
 水道事業会計 施設・設備などの維持管理・水道施設

整備など
34 億 9,600 万円 1.7

下水道事業会計 62 億 600 万円 △ 2.0

企業会計合計 97 億 200 万円 △ 0.7

                                            △は前年度対比減

③ 企業会計 地方公営企業法の適用を受ける公営企業の会計です。

① 一般会計 388 億円 前年度対比 1.6% 増
福祉や教育、道路整備などにかかる基本的な会計です。

※ [ 市債 ]

道路整備や学校建設など、一度に多くの
お金がかかる事業は、その年の収入だけ
ではまかないきれないので、国や銀行な
どからお金を借りて実施します。このお
金を市債といいます。今年度の主な事業
として、健康センターミルネ整備事業、
看護専門学校整備事業などがあります。

歳入

※ [ 公債費 ]

歳出

平成 30 年度の予算
　平成 30 年度予算をお知らせします

特　集

まちのお金の使い道

消
防
費

② 特別会計 特定の事業を行うために一般会計と区別して処理す
る会計です。

「
輝
く
未
来
都
市
へ
の
挑
戦
」

～
洞
察
力
・
直
観
力
・
実
現
力
を

大
切
に
～

　

平
成 

30
年
度
は
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
関
連
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
群
の

着
実
な
進
展
を
図
り
、
各
事
業
の
具
現

化
を
図
り
ま
す
。

　

当
初
予
算
は
、
一
般
会
計
が

３
８
８
億
円
で
、
前
年
度
対
比
１
・
６

％
増
加
。
特
別
会
計
と
公
営
企
業
会

計
を
含
め
た
総
額
は
、
６
５
４
億
３
，

７
０
０
万
円
で
、
前
年
度
対
比
０
・
１

％
減
少
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
予
算
を
も
と
に
、
将
来

を
見
据
え
た
新
し
い
ま
ち
の
あ
り
方

を
検
討
し
、
今
よ
り
も
っ
と
住
み
た

く
な
る
ま
ち
に
す
る
た
め
「
洞
察
力
・

直
観
力
・
実
現
力
」
を
効
か
せ
て
各

施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

注 1）水道事業会計・下水道事業会計の予算額は、収益的支出と資本的支出を合計した予算額で表示して
います。

＊当初予算合計＊　　　　　　　

654 億 3,700 万円
一 般 会 計    388 億円 ( 前年度対比 1.6％増 )

特 別 会 計   169 億 1,150 万円 ( 前年度対比 3.1％減 )

公営企業会計        97 億 2,550 万円 ( 前年度対比 1.0％減 )
　　　　　　　　　※公営企業会計予算は、収入と支出を比較し多い方で表示。

歳入全体に占める自主
財源の割合が高いほど、
自主性・安定性がある
とされています。

 自主財源　
市独自の収入　

124 億 5,169 万円

 依存財源　
国や県からの補助など　
263 億 4,831 万円

　今後の課題！

［
一
般
会
計
歳
出
］

　

歳
出
は
、
前
年
度
対
比
で
１
・

６
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

＊
総
務
費　

防
災
行
政
無
線
整

備
事
業
、
戸
籍
住
民
基
本
台
帳

事
業
な
ど
の
増
額
に
よ
り
、
前

年
度
対
比
２
・
１
％
の
増
加
。

＊
民
生
費　

幼
児
教
育
・
保
育

推
進
事
業
な
ど
の
増
加
と
、
臨
時

福
祉
給
付
金
事
業
や
幼
保
一
元

化
事
業
な
ど
の
廃
止
・
減
額
で
、

前
年
度
対
比
０
・
１
％
の
減
少
。

＊
衛
生
費　

健
康
セ
ン
タ
ー
ミ

ル
ネ
整
備
事
業
や
看
護
専
門
学

校
特
別
会
計
施
設
整
備
費
繰
出

金
、
丹
波
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

管
理
運
営
事
業
な
ど
の
増
額
で

前
年
度
対
比
31
・
9
％
の
増
加
。

＊
労
働
費　

労
働
総
務
費
な
ど

の
減
額
で
、
前
年
度
対
比
13
・

２
％
の
減
少
。

＊
農
林
水
産
業
費　

下
水
道
事

業
会
計
繰
出
金
、
地
籍
調
査
事

業
な
ど
の
減
額
で
、
前
年
度
対

比
12
・
４
％
の
減
少
。

＊
商
工
費　

商
工
振
興
事
業
、

企
業
誘
致
推
進
事
業
な
ど
の
減

額
で
、
前
年
度
対
比
５
・
５
％
の

減
少
。

＊
土
木
費　

河
川
改
良
事
業
、

国
庫
交
付
金
等
道
路
整
備
事
業

な
ど
の
減
額
で
、
前
年
度
対
比

11
・
０
％
の
減
少
。

「 自 主 財 源 」 の
比 率 は 32 ％ で、
中長期的にみて
も市税を中心と
した自主財源を
増やし、財政基
盤を強化するこ
とが必要です。

市債（借金）の元金と利子の返済に要する
お金。平成 17 年度から平成 29 年度までに
約 190 億円の繰上償還（返済）を行うこと
により、市債残高が平成 17 年度末と比べ
て約 88 億円減少する見込みです。今年度
は、繰上償還を計上していないため、前年
度対比で５億 9,530 万円減額します。

前年度対比
　  0.1％減

＊
消
防
費　

消
防
活
動
車
両
整

備
事
業
、
救
急
救
助
活
動
車
両

整
備
事
業
な
ど
の
減
額
で
、
前

年
度
対
比
11
・
１
％
の
減
少
。

＊
教
育
費　

小
学
校
施
設
整
備

事
業
、
小
学
校
管
理
事
業
、
中

学
校
管
理
事
業
な
ど
の
増
額
で
、

前
年
度
対
比
23
・
８
％
の
増
加
。

＊
災
害
復
旧
費　

平
成
26
年
度

豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
工
事
の

終
了
に
伴
う
減
額
で
、
前
年
度

対
比
85
・
３
％
の
減
少
。

＊
公
債
費　

過
去
の
繰
上
償
還

に
よ
る
縮
減
効
果
と
、
繰
り
上

げ
償
還
を
計
上
し
て
い
な
い
た

め
、
前
年
度
対
比
11
・
６
％
の

減
少
。　

  

［
用
語
解
説
］

＊
地
方
交
付
税　

市
が
一
定
水
準
の
事
務
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
自
治
体
間
の
税
収
の
差

を
調
整
す
る
た
め
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

お
金
。
使
い
道
は
、
市
の
自
主
性
に
任

さ
れ
て
い
る
。

＊
国
庫
支
出
金
お
よ
び
県
支
出
金

国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
。
特
定

の
事
業
な
ど
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る
た

め
、
使
い
道
が
限
定
さ
れ
て
い
る
。

＊
繰
入
金　

特
別
会
計
な
ど
一
般
会
計
以
外
の
会
計
か

ら
繰
り
入
れ
る
お
金
や
、
積
み
立
て
た
貯

金(

基
金)

を
取
り
崩
し
た
お
金
な
ど
。

議会費 ２億 1,585 万円
商工費 10 億 6,567 万円
労働費   4,504 万円
災害復旧費 2,380 万円
予備費　3,000 万円10 億 7,896 万円

そ
の
他

その他 2 億 6,567 万円

分担金・負担金 1 億 6,749 万円
使用料および手数料５億 7,733 万円

諸収入 10 億 158 万円市債※

71 億
2,210 万円

国・県支出金
56 億 6,120 万円

地方交付税
117 億 4,400 円

繰入金 26 億

6,023 万円

地方譲与税・交付金※

18 億 1,500 万円

市税
75 億
8,540 万円

自主財源
32％歳　入

388 億円

（1.6％増）

[ 市税内訳 ]

市民税　  　  30 億 8,500 万円
固定資産税    39 億 1,967 万円
軽自動車税    2 億 3,460 万円
市たばこ税　3 億 4,600 万円
入  湯  税　13 万円

民生費

公債費 ※

繰越金２億円 土
木

35
億

7,2
78

万
円

総務費
44 億
5,983 万円

教育費
38 億
6,232 万円

衛生費
61 億
5,398 万円

45 億 3,501 万円

114 億 2,380
　　　   万円

農林水産業費
23 億
3,296 万円

歳　出
388 億円

（1.6％増）

※歳出全体の
約 30％を占める

依
存

財
源

68%

・地方譲与税…地方揮発油譲与税、自
動車重量譲与税
・交付金…地方消費税交付金、自動
車取得税交付金、利子割交付金、配
当割交付金、株式等譲渡所得割交付
金、ゴルフ場利用税交付金、地方特
例交付金、交通安全対策特別交付金

※［地方譲与税・交付金］

特
集
：
平
成
30
年

度
予
算

特
集
：
平
成
30
年

度
予
算

特
集
：
住
宅
補
助

制
度

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ
市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

職

員

配

置

職

員

配

置

ま

ち

と

ぴ

市
長
コ
ラ
ム
ほ
か

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集

情
報
ひ
ろ
ば

子
育
て
関
連
情
報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

図

書

館

健
康
生
活
は
ぴ
た
ん

戸
籍
の
ま
ど
特
集
：
か
い
ば
ら

雛
め
ぐ
り
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新規

新規

　少子化対策・子育て支援の充実のため、医
療費の無料化を継続します。特例期限が平成
25 年７月～平成 30 年 6 月末までしたが、平
成 33 年 6 月末まで延長します。 
■対象者 / ０歳から中学３年生　7,441 人 
■助成額 / 外来・入院の自己負担額全額無料	

【予算額】2 億 5,987 万 9 千円

国保・医療課☎ 82‐6690

学力向上と教育環境の充実

小・中学校空調設備整備事業

「輝く未来都市への挑戦」
８つの重点施策から主な事業をピックアップ

  

②
未
来
を
見
据
え
た
都
市
基
盤
の
整
備
推
進

新規

継続  誰もが安心して暮らせる社会の構築
乳幼児等・こどもの医療費助成

 地域医療の中核拠点の整備
健康センターミルネ整備事業　

新規

新規 市民主役の地域づくり活動への支援 
市民プラザの整備
　丹波市市民活動支援センター（仮称）と丹
波市男女共同参画センター（仮称）を併設し
た、丹波市市民プラザ（仮称）の整備に向け、
人材育成事業と拠点施設の設計を行います。 

【予算額】600 万円

市民活動課☎ 82‐0409

  

①
タ
ー
ゲ
ッ
ト
年
に
向
け
た
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
さ
ら
な
る
展
開

　人口減少・高齢化、統合新病院の建設など
将来のまちの変化を見据え、持続可能な新
しいまちづくりに向けて「まちづくりビジョ
ン」を策定します。めざすべき都市構造（都
市像）と実現するための取り組みを明らか
にします。

【予算額】1,854 万 8 千円	

都市創造課 ☎ 88‐5360 

継続 地域医療の中核拠点の整備
看護専門学校施設整備事業　

新規そのほかの主な新規事業　※カッコ内は予算額

丹波市ふるさと住民登録制度 (127 万 1 千円）、
女性農業者の組織化 (26 万 9 千円）、「公共建築
物等における木材利用推進プラン」策定に向け
た取り組み（10 万 4 千円）、丹波市中小企業者
等経営支援システム構築事業（500 万円）、丹波
市中小企業者等ホームページ作成事業 (450 万
円 )、恐竜を題材とした交流学習「竜学」(61 万 
5 千円 )、保育人材確保事業 (1 億 2,649 万 8 千円 )
福祉人材確保家賃補助事業（360 万円）、世界で
活躍できる人材育成事業 (168 万円 )

 丹波竜の活用　
丹波竜活用事業
継続

　丹波竜化石工房夏期特別展と冬季特別展、
丹波竜フェスタなどのイベントや丹波竜化石
工房の展示物の充実、にっぽん恐竜協議会の
拡充、関係市間と連携を強化します。

【予算】2,266 万 7 千円

恐竜・観光振興課 ☎ 77‐1887

　男女共同参画社会の実現に向けた条例を制
定するとともに「たんばの女性Ｗａｋｕ×Ｄ
ｏｋｉフォーラム」を開催。丹波市男女共同
参画センター（仮称）設置に向けた機運を醸
成します。		

【予算額】131 万 6 千円

人権啓発センター 
☎ 82‐0242

  

⑤
未
来
を
拓
く
産
業
の
振
興

    

⑤
未
来
を
拓
く
産
業
の
振
興

拡充

拡充

新規

新規

  

③
医
療
・
保
健
・
介
護
・
福
祉
の
連
携

シティプロモーションの新展開
シティプロモーション支援事業補助金

シティプロモーションの新展開
 メディアプロモーション委託業務

 地域包括ケアシステムの構築
医療介護情報連携システム構築事業

③
医
療
・
保
健
・
介
護
・
福
祉
の
連
携

　予防接種ネットワークを基盤に、処方・調
剤情報を主とする「医療介護情報連携システ
ム ( 仮称）」を構築。医療、介護従事者の情報
共有を図ります。事業推進団体となるＮＰＯ
法人を立ち上げ、医療・介護従事者の情報共
有や市民へ周知を進めます。

【予算額】6,900 万円　　　  　

健康課 ☎ 82‐4567 

④
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

④
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

農林業の振興
農の学校開校準備

 

⑥
交
流
に
よ
っ
て
創
る
地
域
づ
く
り
の
推
進

市民主役の地域づくり活動への支援
男女共同参画推進体制の整備

女性・若者の活躍支援　
高校生提案事業

新しい都市構造づくりへの始動
新しい都市構造の検討

継続

③
医
療
・
保
健
・
介
護
・
福
祉
の
連
携

豪雨災害の経験と教訓の継承
復興スタディツアー

　栽培技術、農業経営および農村文化を学び
実践できる施設「農の学校」。平成 31 年４月
開校をめざして施設整備などを進めます。修
了者が農業の担い手となり、丹波市に定住す
る仕組みを構築します。 

【予算】4,339 万 3 千円

農業振興課 ☎ 74‐1465

  

⑥
交
流
に
よ
っ
て
創
る
地
域
づ
く
り
の
推
進

⑦
明
日
の
丹
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⑧
地
域
と
共
に
育
む
教
育
の
推
進

　丹波市創生シティプロモーションのイベン
トのメディアリリースや取材誘致活動・ウェ
ブサイト構築・フリーペーパー制作・イベン
ト企画運営などに専門業者のノウハウを活
用。情報発信力や訴求力、メディア認知度を
強化します。

【予算額】1,500 万円

シティプロモーション推進室☎ 88‐5600

平成 30年度予算
  

①
タ
ー
ゲ
ッ
ト
年
に
向
け
た
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
さ
ら
な
る
展
開

　中学校７校 92 教室、小学校 18 校 179 教室
に空調設備を整備します。教育環境の充実を
図り、平成 32 年度からの新学習指導要領に
対応した授業改革を推進します。

【予算額】3 億 8,200 万円

学事課☎ 70‐0880

　平成 29 年度に実施したタウンミーティング
で提案された、高校生の意見を参考に、イルミ
ネーションイベントを事業化。「暮らし続けた
いまちづくり」への高校生の参画を促します。

【予算】363 万 ３ 千円

総合政策課 ☎ 82‐0916

　平成 26 年 8 月丹波市豪雨災害の経験と教訓、
復旧・復興の取り組みを元にして、大学生な
どを対象とした防災・減災について学ぶスタ
ディツアーを実施します。

【予算額】135 万円

復興推進室 ☎ 85‐4622 

　健康センターミルネの建設工事や新病院な
どへの東側進入路の整備工事などを継続。平
成 31 年度上期の開設をめざします。			 
 

【予算額】

16 億 7,122 万 2 千円 　　　  　

地域医療課☎ 82‐4611  

　看護専門学校校舎や石生駅前に整備する寄
宿舎の整備を継続。平成 31 年度上期の移転

開校をめざします。			    

【予算額】 

12 億 4,064 万 5 千円　　　  　

地域医療課☎ 82‐4611  

　自治協、農業・文化・福祉団体や市民活動
団体などが主体となって行う、市のイメージ
アップ・知名度の向上、市外からの誘客・交
流を促進する事業に要する費用を補助します。 

【予算額】1,100 万円 

シティプロモーション推進室

☎ 88‐5600
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住宅
house住宅補助制度をご利用ください　　新築・改修・建替・耐震診断　

[ 注意事項 ]　

　地域の自治組織などが、空き家の有効活用と地
域活性化のため、子育て支援・高齢者福祉、都
市住民との交流施設、地域の交流拠点や飲食店、
宿泊施設などとして、空き家を改修する場合、費
用の一部を補助します。

◇交流施設型
■対象者
空き家などを所有・賃貸し、かつ地域活性化のた
めに利活用する自治組織など
■補助対象費 / 空き家を地域活動拠点や交流拠点
に改修する費用
■補助金 / 費用の全額。※上限 300 万円。

◇古民家再生型
■対象者 / 築 50 年以上の古民家などを所有・
賃貸し、かつ地域活性化のために利活用する者
および自治組織など
■補助対象費 / 古民家を地域活動拠点や交流拠
点に改修する費用※兵庫県が実施する古民家再
生促進支援事業の採択が可能なもの
■補助金 / 費用の１/ ３。※上限 333 万円
県の「古民家再生促進支援事業」は費用の１/ ３、
上限 333 万円が交付され、市と県の補助金併せ
て最高 666 万円が交付されます。

申 問住まいづくり課 （春日庁舎内）☎ 88‐5039

「空き家を地域活性化のために活用したい」人や自治組織などに
空き家利活用地域活性化事業

　住宅への木材利用を推進し、地元産材の利用
拡大と林業・木材産業の活性化をめざして、地
元産材で新築などをする人に補助します。

■要件 / 次の①～③のすべての要件に該当
①市内産の木材を利用して木造住宅・倉庫・車
庫を新築、または増・改築②市内産の木材と確
認できる書類「産地証明」や「伐採届の適合通
知（写）」が提出できる③市内の事業者が建築
■補助金 / 丹波市産の木材の利用量に応じた額

（最高 50 万円まで）※平成 26 年豪雨災害によ
る罹災証明のある方は 75 万円まで　

申 問 農林整備課 （春日庁舎内）☎ 88‐5029

「地元産材で家を建てたい」人に
地元産材利用促進事業

　50 万円以上の住宅のリフォームを行う場合、
５万円の商品券を助成します。

■要件 / 次の①～③のすべての要件に該当
①世帯主が居住している市内の住宅のリフォー
ム②世帯主は市税などの滞納がなく、平成 29 年
第２次募集の助成を受けていない③市内に本社・
本店をもつ事業所が施工する工事
■助成内容 / ５万円（たんば共通商品券）
※ 100 件まで（応募多数の場合は抽選）
■応募方法 / ５月１日（火）～ 31 日（木）まで
に往復はがきで申し込みください。※当日消印
有効

申 問住まいづくり課（春日庁舎内）☎ 88‐5039

「持家のリフォームをしたい」人に
平成 30 年度元気アップ住宅リ
フォーム助成事業

　市内で２世帯同居する人、Ｕ・Ｉターンする
人、Ｕ・Ｉターン者に空き家を貸す人が、住宅
を新築・改修、新規購入する場合に補助します。

◇共通項目
■対象 / 平成 29 年４月１日以降に新築・改修
工事の契約をされた人、住宅の新規購入契約を
された人。
■申請期限 / 平成 32 年３月 31 日（火）
◇Ｕ・Ｉターンする人
■対象者 / これから丹波市に転入される人、ま
たは転入して１年以内の人
■補助金 / ①新築・新規購入…費用の５％、上
限 10 万円 ②改修…費用の 10％、上限 10 万円

◇Ｕ・Ｉターン者に空き家を貸す人
■対象者 / Ｕ・Ｉターン者に空き家を貸す住宅所
有者
■補助金 / 改修費用の 10％、上限 10 万円

◇２世帯同居の人
■対象者 / これから２世帯同居される人、または
２世帯同居を開始して１年を経過していない人
■補助金
①新築・新規購入：費用の５％、上限 20 万円 
②改修：費用の 10％、上限 20 万円

 申 問住まいづくり課 （春日庁舎内）☎ 88‐5039

「２世帯同居をしたい」「U・I ターンしたい」「U・I ターン者に住宅を貸したい」人に
Ｕ・Ｉターン住宅取得住まいる奨励金交付事業

■対象者 / 木造戸建住宅の所有者
■対象住宅 / 全事業共通。市内にあり、昭和 56
年５月 31 日以前に着工。店舗併用住宅は、住宅
用途部分が延べ床面積の２分の１を超えるもの。
■要件
●簡易耐震診断推進事業要件
①市内の事業者が実施
●耐震改修計画策定
要件①および、②耐震診断の結果、安全性が低い
と診断された住宅③兵庫県住宅再建共済制度に
加入している、または今後加入する。
●耐震改修工事
要件①・②・③および、④県の「住宅改修業者登
録制度」に登録のある業者が工事を行うもの。
●建替工事
要件②・③および、既存の住宅を除却し、耐震性
のある住宅を新築するもの
●防災ベッド等設置
要件②・③および、⑤市が指定する事業者が実施

する場合で⑥防災ベッドなどの価格が 10 万円
以上のものを設置
■補助金 / ●簡易耐震診断推進事業：全額
※非木造は一部負担有
●耐震改修計画策定：計画策定費の５/ ６また
は 25 万円のうち低い額
●耐震改修工事：対象工事費が 300 万円以上の
場合、定額 130 万円　※所得制限有。対象工
事費が 300 万円以下の場合も補助対象。金額に
よって補助金の額が異なる。
●建替工事…対象工事費の１/ ４、上限 100 万
円※所得制限有
●防災ベッド等設置…定額 10 万円
※所得制限有

建物の構造・種別で補助金が異なります。受付
開始時期は追って告知します。

申 問住まいづくり課 （春日庁舎内）☎ 88‐5039

「耐震診断を受けたい」「耐震改修をしたい」人に
簡易耐震診断推進事業・耐震化促進事業（計画策定・耐震改修
工事）・住宅建替工事費補助金・防災ベッド等設置事業

制度の併用は原則できません。元気アップ住宅リフォーム助成事業と耐震関係事業のみ、条件
によって併用できる場合があります。
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　ＪＲ各駅の隣接地に整備した市営駐車場は、
月
つ き ぎ め

極と一時利用ができます。営業は 24 時間、年
中無休。利用料金と空き状況をお知らせします。

　営利・非営利関係なく、事業活動により生じ
た廃棄物を事業系廃棄物と呼びます。事業系廃
棄物は、事業者の責任による処理が義務付けら
れています。市の施設では、事業系廃棄物のう
ち、事業系一般廃棄物のみ受け入れが可能です。

◆施設への搬入方法
①指定施設に搬入する。
事前に手続きが必要です。また、ごみ持込手数料
が 10kg ごとに 150 円必要です。
②一般廃棄物収集運搬許可業者に委託する。
ごみ持込手数料は 10kg ごとに 100 円です。手数
料のほかに収集運搬料なども必要です。

いずれの場合も、「廃棄物排出計画書（施設利用
申込書）」を提出してください。

エコ・コラム

事業系ごみを適正に処理
問 環境整備課（丹波市クリーンセンター内）
☎ 78‐9999

申 問丹波市デマンド会　☎ 82‐6644　

H P

薪ストーブ・薪ボイラー設置に

20 万円を補助します
H P

申 問市民環境課 ( 氷上庁舎内 ) ☎ 82‐1290

ＪＲでの通勤・通学は

市営駐車場が便利です
H P

　新築・既存住宅や事業所などに薪ストーブや
薪ボイラーを設置する人を対象に、1 台あたり上
限 20 万円を補助します。

■料金・空き状況一覧表　　　　    ３月１日時点

駐車場名
一時料金

月極料金 空き
状況１時間

以内
１時間超

（回 / 日）

柏原駅東駐車場 ― ― 4,000 円 空有
柏原駅前駐車場 無料 300 円 ― ―
石生駅西駐車場 無料 300 円 3,000 円 空有
黒井駅前駐車場 無料 300 円 ― ―
黒井駅前月極駐車場 ― ― 3,000 円 空無
谷川駅前駐車場 無料 300 円 ― ―
下滝駅前駐車場 無料 300 円 3,000 円 空有
市島駅前駐車場 無料 300 円 3,000 円 空無
丹波竹田駅前駐車場 無料 300 円 3,000 円 空有

H P保育・福祉分野の

就職フェアを開催
問　　 新産業創造課 ( 春日庁舎内 ) ☎ 74‐1464

　大学・短大などの新規卒業予定者や U・I ター
ン希望者を対象に、保育・介護・看護など、保育・
福祉分野の就職フェアを神戸市で行います。

■とき / ６月６日（水）午後１時 15 分～
■ところ / ハローワーク神戸５階会議室
■内容 / 市内 10 法人の社会福祉法人の採用担当
者による面接相談、ハローワークによる職業相談。
■対象者 / 平成 31 年 3 月大学などの新規卒業予
定者、3 年以内の既卒者、U・I ターン希望者。
■問い合わせ / ハローワーク柏原☎ 72‐1070

■対象 / 市内に住所を有する個人または法人・
事業者など
■対象車両 / 充電した電気をエネルギーとして、
電動モーターで走行する車両※プラグインハイ
ブリット車は対象外
■補助金額 / １台あたり 10 万円※先着 10 人
■申請期限 / 平成 31 年２月 28 日（木）
■そのほか / 購入・契約前申請です。詳細は、
市民環境課まで問い合わせください。

電気自動車 1 台につき

10 万円を補助します
H P

申 問市民環境課 ( 氷上庁舎内 ) ☎ 82‐1290

■対象 / 市内在住の個人・法人・事業者など
■補助要件
①薪ストーブなどの主たる材質が鋳鉄・鋼板な
どで未使用品
②２次燃焼などの性能があるストーブで、２重
断熱構造の煙突を使用
③関係法令で定める設置基準を遵守
④燃料は丹波市産のよく乾燥した薪を使用。
※そのほか詳細要件あり
■補助金額 / 設置費用の３分の１以内
１台あたり上限 20 万円　予算総額 500 万円　
※先着 25 人限定
■申請期間 / 平成 31 年１月 31 日（木）まで
■そのほか / 必ず設置工事をする前に申請が必要
です。詳細は、市民環境課まで問い合わせるか、
ホームページをご覧ください。

　選挙の有無に関わらず、政治家が選挙区内の人
に寄附をすることは、名義を問わず、特定の場合
を除いて一切禁止されています。有権者が求める
ことも禁止です。冠婚葬祭における贈答なども寄
附にあたります。

■禁止されている寄附の例
病気見舞い、葬式の花輪・
供花、地域の集会や行事へ
の寸志・差入れ、祝いの花
輪、入学祝・卒業祝、お中
元・お歳暮など

ポスターは「平成 29 年 明
るい選挙啓発ポスターコン
クール」の応募作品です。

選挙コラム

政治家からの寄附の禁止
　市選挙管理委員会（氷上庁舎総務課内）
☎ 82‐1002
問

H P

　４月からレインボー教室と教育相談室を旧芦
田小学校に移転しました。また、ハートフルか
すがで移動レインボー教室を始めました。

○常設のレインボー教室　☎ 87‐2680
■とき / 月曜日～金曜日　午前９時 30 分～午
後３時 30 分※祝日を除く。長期休業中も開設。
○教育相談教室　専用電話☎ 87‐1771
■とき / 月曜日～金曜日　午前 9 時～午後 5 時
○移動レインボー教室
■とき / 火曜日～木曜日　午前９時 30 分～午
後０時
■ところ / ハートフルかすが会議室１

レインボー教室・教育相談室を

旧芦田小学校に移転
H P

 問 学校教育課 ( 山南庁舎内 ) ☎ 70‐0811

H P

第２次　丹波の魅力をカタチにする

取り組みを応援
申 問シティプロモーション推進室 ( 氷上庁舎内 )
☎ 88‐5600

　市民団体などが魅力ある市の資源を活用し、
そのよさを市内外に売り込むための事業経費を
補助します。

■実施期間
①事業応援タイプ：７月１日（日）～平成 31
年３月 31（日）
②事業提案タイプ：７月１日（日）～平成 32
年３月 31 日（火）
■対象者 / 自治会、自治協議会、自治振興会、
経済・文化団体など、営利法人、非営利団体など。
■補助対象 / 市の魅力を発信・体験する事業な
どに要する費用。
※新規に開始する事業または、すでに開始して
いる事業は、新たに実施する部分が対象。
■補助金額
事業応援タイプ：補助率２/ ３※上限５万円
事業提案タイプ：補助率２/ ３※上限 100 万円
■申請方法 / 各支所、住民センターに備え付け、
または市のホームページに掲載の申請書類を提
出してください。
■申請期限 / ５月 31 日（木）
■審査
事業応援タイプ：書類審査のみ
事業提案タイプ：プレゼンテーション審査
■そのほか / 詳細は、募集要項または市のホー
ムページをご覧ください。

荻野彩
あ や か

景さん
（久下小学校５年生）

特
集
：
平
成
30
年

度
予
算

特
集
：
平
成
30
年

度
予
算

特
集
：
住
宅
補
助

制
度

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ
市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

職

員

配

置

職

員

配

置

ま

ち

と

ぴ

市
長
コ
ラ
ム
ほ
か

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集

情
報
ひ
ろ
ば

子
育
て
関
連
情
報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

図

書

館

健
康
生
活
は
ぴ
た
ん

戸
籍
の
ま
ど
特
集
：
か
い
ば
ら

雛
め
ぐ
り
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　　　納期 5 月 7 月 8 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

市県民税
（普通徴収）

１期
7/2

２期
8/31

３期
10/31

４期
1/31

固定資産税 １期
5/31

２期
７/31

３期
12/25

４期
2/28

国民健康保険税 １期
7/2

２期
7/31

３期
8/31

４期
10/1

５期
10/31

６期
11/30

７期
1/4

８期
1/31

９期
2/28

10 期
4/1

軽自動車税 一括
5/31

■平成 30 年度の市税の納期（予定）

◇各種税の納付期限

　納期ごとの納付書を１年分まとめて送付して
います。税金は口座振替・コンビニエンススト
ア納付が可能です。ご利用ください。

H P

◇自動車税の納期限は５月 31 日（木）

　自動車税は必ず納期限までに、銀行・農協な
どの金融機関、ゆうちょ銀行・郵便局、兵庫県
指定のコンビニエンスストア（全国の店舗）ま
たは県税事務所で、納付してください。

　 税務課（氷上庁舎内）市民税係 ☎ 82‐2070
資産税係☎ 82‐2003、収納対策係☎ 82‐1535
問

問　丹波県民局丹波県税事務所　☎ 73‐3746

旧　組　織 新組織（平成 30 年４月～）

　［復興推進部］

［未来都市創造部］
都 市 創 造 課

［建設部］
道 路 整 備 課
河 川 整 備 課
住 ま い づ く り 課
都 市 住 宅 課
施 設 建 築 課
下 水 道 課

未来都市創造部　都市創造課
　将来の都市構造、行政機能や庁舎機能の検討、都市計
画や公共交通施策など包括的に取り組みます。

1 部１課新設・１部廃止

新

業
務
移
管

平成 30 年度

組織変更のお知らせ
問　 総務課 ( 氷上庁舎内 ) ☎ 82‐1002

廃

［建設部］
道 路 整 備 課
河 川 整 備 課
住 ま い づ く り 課
公営住宅・開発指導課
施 設 建 築 課
下 水 道 課

変

※都市住宅課は、公営住宅・開発指導課に改称し、公営住
宅係と開発指導係の２係で構成されます。
※復興推進部が廃止され、復興推進室はまちづくり部に移
管されます。

平成 30 年度

納税のお知らせ

介護保険事業

運営協議会委員を募集
問　　 介護保険課 ( 春日庁舎内 ) ☎ 74‐1049申

　介護保険事業や地域包括支援センターの運営
など、介護保険事業について意見・提言をする
委員を募集します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■内容 / 年３回程度の会議に出席し、意見や提
言をする。
■任期 / 平成 30 年６月～平成 32 年５月
■報酬 / １回（半日）の出席につき 3,500 円
■対象 / ①～④のすべてに該当する人
① 40 歳以上で丹波市に住民登録がある②平日
に開催する２時間程度の会議に出席できる③
国・地方公共団体の議会議員でない④常勤の国
家公務員・地方公務員でない
■募集人数 / ２人以内
■募集期間 / ４月 26 日（木）～５月 14 日（月）
■応募方法 / 指定の応募用紙と「介護保険制度
について感じていること」をテーマにした、レ
ポート 800 字程度を添えて、郵送・持参で提出。
提出後、書類選考を行います。

323 平成 30 年４月 1 日　丹波市職員の配置1

市職員の配置
4 月 1 日現在。  非常勤一般職・臨時職員を除く。  順不同。

（特）＝非常勤特別職

［
総
務
課
］

                       

☎
82
‐
１
０
０
２  

課
長	

谷
川　

富
寿

行
政
係
長	

吉
住　

健
吾

秘
書
係
長	

藤
原　
　

勇

主
査	

小
谷
本　

梓

（
同
）	

余
田　

憲
太

（
同
）	

西
田　

浩
紀

（
同
）	

大
野　

紗
月

主
事	

荻
野　

麻
冬

（
同
）	

畑
中　

直
之

（
同
）	

村
上　

寛
幸

［
職
員
課
］	

☎
82
‐
０
７
２
２

課
長	

内
堀
日
出
男

人
事
給
与
係
長	

大
森
な
つ
よ

人
材
育
成
係
長	

吉
見　

武
士

主
査	

中
辻　

一
歩

（
同
）	

野
村　

尚
司

（
同
）	

清
水　

理
江

主
事	

荻
野　

克
典

〔
企
画
総
務
部
付
（
兵
庫
県
企
画
県

民
部
企
画
財
政
局
市
町
振
興
課
）〕

主
事　
　
　
　
　

山
名　

陽
子

ま
ち
づ
く
り
部

 

部
長	

足
立　

良
二

［
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
］	

☎
82
‐
０
２
４
２

所
長	

宇
瀧　

広
子

人
権
推
進
係
長	

足
立　

倫
啓

主
幹	

藤
原　

真
理

（
同
）	

房
安　

由
佳

ま
ち
づ
く
り
指
導
員
（
特
）　 

畑
田　

久
祐

（
氷
上
文
化
セ
ン
タ
ー
）	

隣
保
館
係
長	

堂
本　

英
明

［
市
民
活
動
課
］	☎

82
‐
０
４
０
９

課
長	

井
尻　

宏
幸

副
課
長
兼
市
民
活
動
係
長	

　
　
　
　
　
　
　

小
畠　

崇
史

地
域
協
働
係
長	

藤
原　
　

淳

生
涯
学
習
係
長	

小
畠　

克
弘

主
幹	

十
倉
磨
呂
美

主
査	

蘆
田　

貴
彦

（
同
）	

大
垣　

有
美

主
事	

横
田　

大
河

［
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課
］	

芸
術
文
化
☎

 74 
‐
１
０
５
０

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
☎
88
‐
５
０
５
７

課
長	

高
見　

智
幸

ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
長	

岡
本　
　

渡

芸
術
文
化
係
長	

長
井　
　

誠

主
幹	

柿
渕　

康
之

（
同
）	

高
見　

辰
二

主
事	

田
中　
　

駿

（
同
）	

足
立　

沙
織

（
同
）	

大
南　
　

紳

機
械
員	

足
立　
　

稔

［
復
興
推
進
室
］☎

85
‐
４
６
２
２

室
長
兼
市
島
支
所
長	

近
藤　

克
彦

復
興
推
進
係
長	

秋
山　

晃
二

主
査	

北
野　

義
人

主
事	

由
良　

愛
佳

［
柏
原
支
所
］	☎

72
‐
０
５
４
４	

支
所
長
兼
市
民
福
祉
係
長	

高
階　

健
司

地
域
づ
く
り
推
進
係
長	

亀
井　
　

亨

主
幹	

山
本　

裕
子

（
同
）	

藤
田　

和
保

主
査	

玉
水　

久
美

（
同
）	

神
澤　

由
美

主
事	

上
山　

世
那

（
同
）	

藤
本　

将
司

（
同
）	

伊
東　

実
里

ま
ち
づ
く
り
指
導
員
（
特
）	

足
立　

勝
也

［
氷
上
支
所
］	

☎
82
‐
３
８
６
９

支
所
長
兼
市
民
福
祉
係
長	

岡
本　

晃
三

地
域
づ
く
り
推
進
係
長	

足
立　

宏
樹

主
幹	

植
野　

由
美

（
同
）	

堂
本　

直
美

（
同
）	

前
田　

大
志

主
査	

高
橋　

良
子

主
事	

竹
安　

弘
喜

（
同
）	

桐
山　
　

蓮

ま
ち
づ
く
り
指
導
員
（
特
）	

仲
村　

孝
二

［
青
垣
支
所
］	

☎
87
‐
１
０
０
１

支
所
長
兼
市
民
福
祉
係
長	

杉
上　

厚
史

地
域
づ
く
り
推
進
係
長	

古
川　

徳
晴

主
幹	

石
井
奈
緒
美

主
査	

高
畑　

寛
子

（
同
）	

足
立　

耕
平

（
同
）	

足
立　

裕
子

主
事	

足
立　

大
記

（
同
）	

足
立　

祐
基

ま
ち
づ
く
り
指
導
員
（
特
）	

片
山　

則
昭

［
春
日
支
所
］	

☎
74
‐
０
２
２
１

支
所
長
兼
市
民
福
祉
係
長	

荻
野　

昭
久

地
域
づ
く
り
推
進
係
長	

安
達　

知
史

主
幹	

矢
持　

義
喜

（
同
）	

足
立
あ
ゆ
み

（
同
）	

秋
山　

純
子

主
査	

木
岡　

亜
希

（
同
）	

畑
井　

恵
美

（
同
）	

細
見　

成
一

主
事	

村
上　

恭
平

ま
ち
づ
く
り
指
導
員
（
特
）	

林　
　

厚
司

［
山
南
支
所
］	

☎
77
‐
０
２
４
０

支
所
長
兼
市
民
福
祉
係
長	

田
原　

弘
義

地
域
づ
く
り
推
進
係
長	

難
波　

善
友

主
幹	

山
下　

博
子

主
査	

村
上　

浩
一

（
同
）	

池
上　

香
織

主
事	

山
下　
　

淳

（
同
）	

垣
崎　

綾
子

（
同
）	

藤
原　

宝
羅

（
同
）	

森
下　

明
美

ま
ち
づ
く
り
指
導
員
（
特
）	

池
畑　

美
帆

［
市
島
支
所
］	

☎
85
‐
１
０
０
１

室
長
兼
市
島
支
所
長	

近
藤　

克
彦

地
域
づ
く
り
推
進
係
長	

松
枝　
　

満

市
民
福
祉
係
長	

木
下　

博
文

主
幹	

藤
原　

里
美

（
同
）	

和
久　

邦
子

（
同
）	

渕
上　

充
之

（
同
）	

髙
見　
　

愛

（
同
）	

間
島　

智
恵

主
事	

近
藤　

潤
也

ま
ち
づ
く
り
指
導
員
（
特
）	

上
瀧　

尚
宏

財
務
部

部
長	

大
垣　

至
康

［
財
政
課
］	

☎
82
‐
０
０
２
９

課
長	

北
野　

壽
彦

副
課
長
兼
管
財
係
長	

澤
田　

知
寿

市
長	

谷
口　

進
一

副
市
長	

鬼
頭　

哲
也

教
育
長	

岸
田　

隆
博

理
事	

余
田　

一
幸

技
監
兼
入
札
検
査
部
長    

　
　
　
　
　
　
　

中
野　
　

譲

 

未
来
都
市
創
造
部

未
来
都
市
創
造
部

部
長　
　
　
　
　

太
田　

嘉
宏

［
都
市
創
造
課
］☎88

‐
５
３
６
０	

課
長
兼
都
市
計
画
係
長	

藤
浦　
　

均

都
市
政
策
係
長	

磯
﨑　

広
之

公
共
交
通
係
長	

加
賀
山　

敦

主
査	

柴
原　

洋
平

（
同
）	

芦
田　

秀
久

（
同
）	

横
谷　

泰
宏

主
事	

松
本　

優
子

企
画
総
務
部

  

部
長　
　
　
　
　

村
上　

佳
邦

政
策
担
当
部
長	

近
藤　

紀
子                        

［
総
合
政
策
課
］☎82

‐
０
９
１
６	

課
長	

清
水　

徳
幸

政
策
係
長	

荻
野　

浩
仁

広
報
係
長	

大
野　

昌
也

情
報
管
理
係
長	

山
崎　

和
也

主
幹	

奥
田　
　

誠

主
査	

荻
野　

雅
文

（
同
）	

船
越　

正
一

主
事	

足
立　

好
美

（
同
）	

前
川　

真
祥

（
同
）	

小
西
み
ず
ほ

［
行
政
経
営
課
］☎82

‐
２
２
７
２	

課
長	

徳
岡　
　

泰

行
革
推
進
係
長	

早
形　
　

繁

廃
校
活
用
推
進
係
長	

伊
賀　
　

真

主
幹	

上
田　

友
和

［
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
室
］

☎
88
‐
５
６
０
０

室
長	

福
井　
　

誠

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
係
長 

　
　
　
　
　
　

     

山
内
佐
由
美

主
事	

荒
木　

裕
介

財
政
係
長	
田
口　

頼
希

主
幹	
谷
口
あ
ゆ
美

（
同
）	

堀　
　

典
子

（
同
）	

福
垣　

恵
介

主
査	

足
立　

和
哉

（
同
）	

村
上　

貴
尉

主
事	

中
西　

大
器

（
同
）	

和
田　

直
樹

［
税
務
課
］	

市
民
税
☎
82
‐
２
０
７
０

資
産
税
☎
82
‐
２
０
０
３

収
納
対
策
☎
82
‐
１
５
３
５

課
長	

藤
本　
　

靖

市
民
税
係
長	

豊
嶋　

忠
夫

資
産
税
係
長	

吉
岡　

靖
志

収
納
対
策
係
長	

細
谷　

和
良

主
幹	

片
山　

賀
夫

（
同
）	

中
井　

康
夫

（
同
）	

高
階　

健
吾

（
同
）	

堀
内
奈
津
子

（
同
）	

足
立　

恵
一

主
査	

足
立
由
紀
子

（
同
）	

斎
藤
有
喜
子

（
同
）	

大
江　
　

潤

（
同
）	

大
西　
　

潔

（
同
）	

大
前　

秀
昭

（
同
）	

松
本　

雄
一

（
同
）	

足
立　

智
美

（
同
）	

濱
野　

聖
子

主
事	

青
木　

大
祐

（
同
）	

蘆
田　

彩
香

（
同
）	

進
藤　
　

薫

（
同
）	

河
南　

良
次

（
同
）	

田
野　

知
世

（
同
）	

依
藤　

敏
紀

（
同
）	

塩
見　

明
菜

（
同
）	

松
尾　

美
希

（
同
）	

藤
田　

敏
生

（
同
）	

小
野
木
智
之

（
同
）	

本
庄　
　

愛

（
同
）	

田
口　

美
奈

入
札
検
査
部

技
監
兼
入
札
検
査
部
長	

中
野　
　

譲

［
入
札
検
査
室
］	☎

82
‐
１
４
５
２

室
長	

上
畑　

文
彦

検
査
係
長	

和
田　

綱
木

入
札
係
長	

谷
口　
　

守

主
幹	

西
川　

英
憲

（
同
）	

石
塚
真
理
子

主
査	

長
濱　

正
憲

生
活
環
境
部

部
長	

大
野　
　

剛

［
市
民
環
境
課
］	

戸
籍
☎
82
‐
２
０
０
２

生
活
環
境
・
環
境
政
策
☎
82
‐
１
２
９
０

課
長	

加
藤　

恵
康

戸
籍
係
長	
小
野
都
志
子

環
境
政
策
係
長	
大
嶋　
　

学

生
活
環
境
係
長	

塩
見　

良
一

主
幹	

井
本　

慎
也

（
同
）	

長
澤　

和
世

主
査	

大
野　

和
佐

（
同
）	

吉
見　

久
美

（
同
）	

谷
垣　

知
子

主
事	

葉
狩
賢
太
郎

（
同
）	

太
田　

千
聖

（
同
）	

蘆
田　

愛
帆

（
同
）	

門
内　
　

進

［
く
ら
し
の
安
全
課
］	

交
通
防
犯
☎
82
‐
１
５
３
２

　

 

消
防
防
災
☎
82
‐
０
２
５
０

課
長	

髙
見　

卓
之

副
課
長
兼
交
通
・
防
犯
係
長	

奥
井　
　

稔

消
防
団
係
長	

荻
野　
　

裕

防
災
係
長	

足
立　

和
義

主
幹	

近
藤　

信
悟

（
同
）	

梅
垣　

耕
平

主
査	

見
田　

晋
介

主
事	

藤
井　

祐
輔

（
同
）	

島
田　

直
人

（
同
）	

堀　
　

沙
織

［
環
境
整
備
課
］	☎

78
‐
９
９
９
９

課
長	

井
上　

里
司

副
課
長
兼
施
設
管
理
係
長	

中
道　
　

豊

施
設
整
備
係
長	

足
立　

真
人

資
源
循
環
推
進
係
長	

荻
野　
　

誠

主
幹	

谷
垣　

真
美

主
事	

真
田　

有
希

（
同
）	

山
口　

恭
平

（
同
）	

阪
本　

智
行

環
境
整
備
員	

足
立　

晋
平

（
同
）	

松
岡　

勝
義

（
同
）	

足
立　

英
樹

（
同
）	

廣
瀬　

和
彦

H P H P

特
集
：
平
成
30
年

度
予
算

特
集
：
平
成
30
年

度
予
算

特
集
：
住
宅
補
助

制
度

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ
市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

職

員

配

置

職

員

配

置

ま

ち

と

ぴ

市
長
コ
ラ
ム
ほ
か

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集

情
報
ひ
ろ
ば

子
育
て
関
連
情
報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

図

書

館

健
康
生
活
は
ぴ
た
ん

戸
籍
の
ま
ど
特
集
：
か
い
ば
ら

雛
め
ぐ
り



32 平成 30 年４月 1 日　丹波市職員の配置 ２3 平成 30 年４月 1 日　丹波市職員の配置３

（
同
）	

飯
谷　
　

崇

（
同
）	

服
部　

武
矢

（
同
）	

畑
田　

有
軌

（
同
）	

中
西　
　

悠

（
同
）	

森
重　

真
也

（
同
）	

直
田　
　

傑

（
同
）	

藤
里　

武
司

（
同
）	

小
寺　
　

翔

（
同
）	

片
桐　

一
樹

（
同
）	

竹
内　

俊
一

（
同
）	

待
場　

知
幸

（
同
）	

進
藤　
　

充

（
同
）	

田
中　

雅
之

（
同
）	

石
橋　

智
也

（
同
）	

由
良　

昌
義

（
同
）	

須
原　

佳
英

（
同
）	

上
野　

享
祐

（
同
）	

植
村　

彰
仁

（
同
）	

藤
原　

拓
朗

（
同
）	

大
岡　

亮
太

（
同
）	

細
見　

和
範

（
同
）	

田
中　

佑
樹

（
同
）	

河
村　

洋
明

（
同
）	

池
田　

将
志

主
事	

北
山
林
太
郎

（
同
）	

梅
澤　

太
陽

（
同
）	

細
田　

隆
光

（
同
）	

門
内　
　

渉

（
同
）	

滝
本　

健
人

（
同
）	

鈴
鹿　

力
也

（
同
）	

山
下　
　

遼

（
同
）	

西
井　
　

希

（
同
）	

大
槻　

亮
太

（
同
）	

後
藤　

恭
平

（
同
）	

大
村　

謙
介

（
同
）	

浦
澤　

百
香

（
同
）	

眞
鍋　
　

由

（
同
）	

足
立　

昂
優

（
同
）	

藤
原　
　

聖

（
同
）	

稲
山　

友
弥

（
同
）	

堂
本　

夏
斗

（
同
）	

大
谷　

政
陽

（
同
）	

井
上　

祥
一

水
道
部

部
長	

岡
田　

博
之

［
経
営
企
画
課
］	☎

72
‐
０
６
０
５

課
長	

井
上　

博
生

副
課
長
兼
経
営
係
長	

荒
木　

敏
明

（
同
）	

古
川　

茂
樹

主
事	

矢
持　

宏
樹

（
同
）	

藤
井　
　

大

（
同
）	

清
水　
　

衛

（
同
）	

名
生　

貴
昭

［
新
産
業
創
造
課
］

☎
74
‐
１
４
６
４

課
長	

岡
林　

勝
則

商
工
振
興
係
長	

待
場　

博
道

企
業
誘
致
係
長	

岡
林　

良
尚

主
幹	

細
見　

寿
彦

主
査	

本
庄
な
な
み

主
事	

菅
村　
　

明

（
同
）	

重
田　
　

崚

［
恐
竜
・
観
光
振
興
課
］	

☎
78
‐
９
４
０
０

次
長
兼
恐
竜
・
観
光
振
興
課
長	

	

細
見　

秀
和

観
光
拠
点
担
当
参
事	

宮
野　

真
理

観
光
振
興
係
長	

藤
原　

宏
康

恐
竜
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
長	

	

大
森　

栄
司

主
幹	

前
田　

寛
之

主
査	

嶋
﨑　
　

彰

（
同
）	

中
道　

裕
美

主
事	

荒
樋　

和
実

（
同
）	

西
川　

裕
貴

観
光
推
進
専
門
員	

野
原　

正
章

建
設
部

部
長	

近
藤　

利
明

［
道
路
整
備
課
］	☎

74
‐
２
５
５
０

課
長	

畑　
　

幸
一

用
地
管
理
係
長	

澤
瀉　

良
孝

道
路
整
備
係
長	

荻
野　

智
之

道
路
保
全
係
長	

中
谷　

一
志

国
県
事
業
推
進
係
長	

土
家　
　

健

主
幹	

金
子　

日
吉

（
同
）	

荻
野　

則
雄

（
同
）	

荻
野　

麻
紀

（
同
）	

中
尾　

雅
史

（
同
）	

由
良　

嘉
規

主
査	

足
立　

真
也

（
同
）	

中
道　

康
公

主
事	

岡
本　
　

新

（
同
）	

上
田　

裕
司

（
同
）	

足
立　

拓
也

（
同
）	

西
垣　

雅
文

［
学
事
課
］	

☎
70
‐
０
８
８
０

課
長	

前
川　

孝
之

学
事
係
長	

服
部　
　

昇

教
育
情
報
管
理
係
長	

十
倉　

康
博

学
校
給
食
係
長	

中
川　

秀
晴

主
幹	

酒
井　

麻
世

（
同
）	

長
井　

朋
彦

主
事	

小
玉　

文
奈

（
同
）	

石
田　

祐
太

（
同
）	

神
澤　

公
大

（
青
垣
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）	   

給
食
調
理
員	

横
田　

寿
子

（
同
）	

近
藤　
　

孝

（
同
）	

吉
見　

理
香

（
同
）	

足
立　

充
子

（
同
）	

北
山
眞
理
子

（
同
）	

古
寺
千
恵
子

（
同
）	

土
田　

紫
乃

（
同
）	

橋
本　

紀
子

（
同
）	

山
本　

貴
子

（
同
）	

坂
東　
　

守

（
同
）	

木
下　

直
美

（
同
）	

西
田　

祥
子

（
同
）	

山
内　

素
子

［
こ
ど
も
園
推
進
課
］

　
　
　
　
　

 

☎
70
‐
０
８
２
０

課
長	

上
田　

貴
子

認
定
こ
ど
も
園
係
長	

高
見　

智
之

主
幹	

義
積　

祥
明

主
査	

小
南　

慎
一

［
子
育
て
支
援
課
］	

☎
70
‐
０
８
１
３

課
長
兼
家
庭
児
童
相
談
室
長
兼
児
童
館
長

	

足
立　
　

勲

幼
児
教
育
保
育
係
長	

廣
瀬　

直
司

子
育
て
支
援
係
長	

廣
瀬　

慎
一

家
庭
児
童
相
談
係
長	

山
本　

昌
彦

主
幹	

藤
本　

公
洋

（
同
）	

勢
志
美
代
子

（
同
）	

岸
本
ち
づ
る

主
査	

細
見
明
日
香

（
同
）	

中
田　

絵
理

主
事	

安
達　

柚
美

（
同
）	

足
立　

大
希

（
同
）	

友
井
真
梨
奈

（
同
）	

服
部　

幸
来

（
柏
原
保
育
所
）	

保
育
所
長	

臼
井
眞
奈
実

主
任
保
育
士	

松
尾
小
百
合

（
同
）	

片
岡
め
ぐ
み

保
育
士	

関　
　

浩
美

（
同
）	

山
浦
美
栄
子

（
同
）	

德
田　

純
子

（
同
）	

酒
井
亜
矢
子

（
同
）	

曽
我
部
真
奈
美

（
同
）	

井
本　

由
美

（
同
）	

壇　
　

裕
美

（
同
）	

吉
岡
め
ぐ
み

（
同
）	

井
上
な
つ
み

（
同
）	

足
立　
　

葵

（
同
）	

樋
口
め
ぐ
み

（
同
）	

難
波　

美
和

（
同
）	

吉
良
め
ぐ
み

（
同
）	

上
田　

竜
也

（
同
）	

山
本　

麻
妃

（
同
）	

畑
田　

亜
美

（
同
）	

椎
葉　

紗
姫

（
同
）	

亀
井
美
由
紀

（
同
）	

細
田　

映
美

（
同
）	

堀
川　

加
偉

（
同
）	

澤
野　

優
菜

給
食
調
理
員	

大
森
さ
つ
き

（
柏
原
西
保
育
所
）	

保
育
所
長	

森
田　

礼
子

主
任
保
育
士	

辻
本　

明
美

（
同
）	

岡
本
加
奈
子

保
育
士	

前
阪　

智
子

（
同
）	

下
谷　

咲
子

（
同
）	

増
田
ル
ミ
子

（
同
）	

石
田　

早
桐

（
同
）	

大
地　

実
紀

（
同
）	

濵
田　

佳
奈

（
同
）	

門
前　

祐
子

（
同
）	

高
橋
さ
や
か

（
同
）	

垣
内　

美
沙

（
同
）	

畑
中
あ
す
か

（
同
）	

西
田　

早
希

（
同
）	

足
立　

智
美

（
同
）	

伊
藤　

千
紘

給
食
調
理
員	

永
井
あ
け
み

［
文
化
財
課
］

　
　
　
　
　

 

☎
70
‐
０
８
１
９

課
長
兼
植
野
記
念
美
術
館
副
館
長
兼
中
央
図

書
館
副
館
長
兼
歴
史
民
俗
資
料
館
長	

	

長
奥　

喜
和

副
課
長
兼
文
化
財
係
長	

山
内　

邦
彦

主
幹	
下
山　

文
隆

（
同
）	
徳
原
由
紀
子

主
事	

西
岡　

真
理

［
植
野
記
念
美
術
館
］

　
　
　
　
　

 

☎
82
‐
５
９
４
５

美
術
館
長
（
特
）	

安
田　

英
樹

美
術
館
係
長	

徳
原
多
喜
雄

主
幹	

國
井　

和
哉

主
事	

足
立　

望
実

［
中
央
図
書
館
］

　
　
　
　
　

 

☎
82
‐
７
１
０
０

図
書
館
長
（
特
）	

大
森　

友
子

図
書
館
係
長	

大
西　

英
幸

主
査	

嶋
﨑　

美
紀

主
事	

平
田　

智
子

［
教
育
機
関
］

（
崇
広
幼
稚
園
）	

主
任
教
諭	

神
崎
紀
代
美

（
同
）	

福
井　

敦
美

（
同
）	

田
畑
奈
美
子

教
諭	

東
野　

倫
子

（
新
井
幼
稚
園
）

主
任
教
諭	

森
口　

智
子

（
同
）	

吉
見
麻
美
子

（
青
垣
小
学
校
）	

校
務
員	

足
立
恵
理
子

派
遣

［
兵
庫
県
（
丹
波
県
民
局
）］

技
師	

山
本　

洋
輔

［
兵
庫
県
（
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
）］

主
事	

矢
本　

有
紀

［
氷
上
多
可
衛
生
事
務
組
合
］

事
務
局
長	

山
口　

博
幸

係
長	

井
口　

幸
一

環
境
整
備
員	

秋
山　

芳
彦

（
同
）	

藤
本　

幸
久

（
同
）	

村
上　

和
広

（
同
）	

石
塚　

和
也

（
同
）	

吉
川　

和
孝

平
成
30
年
３
月
31
日
付
退
職
者

西
垣　

義
之
（
ま
ち
づ
く
り
部
長
）

上
野　

克
幸
（
生
活
環
境
部
長
）

吉
見　

和
幸
（
福
祉
部
長
）

駒
谷　
　

誠
（
建
設
部
長
）

安
田　

英
樹
（
議
会
事
務
局
長
）

婦
木　

康
彦
（
消
防
本
部
次
長
）

津
田　

直
美
（
青
垣
支
所
長
）

横
谷　

泰
宏
（
国
保
・
医
療
課
長
）

方
山　

文
生
（
消
防
課
長
）

森
下　

明
美
（
山
南
支
所
）

永
井　

美
幸
（
障
が
い
福
祉
課
）

森
田　

邦
枝
（
障
が
い
福
祉
課
）

細
谷　

忠
範
（
農
業
委
員
会
事
務
局
）

上
野　

正
人
（
中
央
図
書
館
）

吉
住　

美
代
（
柏
原
保
育
所
）

上
田　

恭
子
（
東
幼
稚
園
）

大
木　

美
晴
（
東
幼
稚
園
）

足
立　

律
子
（
南
幼
稚
園
）

藤
原　

聖
太
（
く
ら
し
の
安
全
課
）

市
原　

良
祐
（
環
境
整
備
課
）

池
田　

有
美
（
介
護
保
険
課
）

松
田　

知
巳
（
東
幼
稚
園
）

廣
瀬　

秀
樹
（
下
水
道
課
）

企
画
調
整
係
長	

須
原　

貞
彦

主
幹	

黒
﨑　

友
紀

（
同
）	

久
下　

幸
浩

主
査	

佐
山　

裕
和

主
事	

鶴
身　

友
也

（
同
）	

竹
内　

遥
佳

［
工
務
課
］	

☎
72
‐
０
６
０
５

課
長	

三
方　

隆
志

水
道
技
術
指
導
係
長

	

足
立　

恭
一

工
務
係
長	

村
上　
　

健

施
設
係
長	

藤
本　

和
真

主
幹	

婦
木　

政
義

（
同
）	

荻
野　

拓
也

（
同
）	

百
木　
　

稔

主
査	

大
江　
　

敦

（
同
）	

樋
口　

仁
志

（
同
）	

池
上　

大
樹

（
同
）	

谷
垣　

尚
毅

技
師	

村
山　

直
哉

主
事	

小
畠　

祐
樹

（
同
）	

板
倉　

圭
祐

教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
部

部
長	

細
見　

正
敏

次
長
兼
学
校
教
育
課
長	

	

足
立　

正
徳

［
教
育
総
務
課
］	☎

70
‐
０
８
１
０

課
長	

藤
原　

泰
志

企
画
調
整
係
長	

青
木　

浩
文

庶
務
係
長	

荻
野　

正
臣

主
幹	

荒
木　

美
保

主
事	

髙
見　

利
華

［
学
校
教
育
課
］	☎

70
‐
０
８
１
１

次
長
兼
学
校
教
育
課
長	

	

足
立　

正
徳

副
課
長	

足
立　

和
宏

教
職
員
係
長	

梅
津　
　

隆

指
導
係
長	

岸
田　

孝
広

主
幹	

熊
田
智
恵
子

主
査	

平
岡　

英
人

指
導
主
事	

古
川
あ
ゆ
み

（
同
）	

谷
川　

知
美

（
同
）	

髙
見　

俊
成

（
同
）	

根
木　

理
恵

消
防
本
部

　
　
　
　
　

☎
72
‐
２
２
５
５

消
防
長	

小
森　

康
雅

次
長
兼
総
務
課
長	

衣
川　

祥
民

［
総
務
課
］	

次
長
兼
総
務
課
長	

衣
川　

祥
民

総
務
係
長	

三
方　

正
明

主
査	

足
立　

沙
織

主
事	

金
子　

健
太

（
同
）	

木
矢
村　

優

［
予
防
課
］	

課
長	

梅
垣　
　

勝

副
課
長
兼
危
険
物
保
安
係
長	

高
階　
　

勇

予
防
係
長	

久
下　

正
義

主
幹	

粟
野　

真
人

主
査	

余
田　

崇
志

主
事	

垣
崎　

直
哉

［
消
防
課
］	

課
長	

中
道　

典
昭

消
防
係
長	

吉
竹　
　

淳

主
幹	

釜
口　

敬
文

［
消
防
署
］	

署
長	

竹
内　

克
彦

副
署
長	

宮
垣　
　

浩

（
同
）	

木
上　

郁
夫

署
長
補
佐
兼
防
災
係
長	

足
立　

和
久

署
長
補
佐
兼
警
防
第
１
係
長	

村
上　

弘
恭

署
長
補
佐
兼
警
防
第
２
係
長	

遠
藤　

良
樹

救
急
第
１
係
長	

門
栗　
　

学

救
急
第
２
係
長	

谷
川　

幸
宣

救
助
第
１
係
長	

安
達　

直
浩

救
助
第
２
係
長	

森
本　

祐
介

通
信
第
１
係
長	

野
辺　

周
一

通
信
第
２
係
長	

酒
井　

政
征

山
東
消
防
係
長	

梅
谷　

増
男

山
南
消
防
係
長	

若
林　

克
敏

主
幹	

服
部　
　

圭

（
同
）	

近
藤　

誠
一

（
同
）	

早
瀬　

尚
徳

（
同
）	

山
本　

雅
文

（
同
）	

山
本　

貴
弘

（
同
）	

田
中　

伸
也

（
同
）	

松
本　

和
也

（
同
）	

高
橋　
　

哲

主
査	

福
田　

昌
弘

（
同
）	

鈴
木　

康
明

（
同
）	

金
井　

洋
平

（
同
）	

岡
本　

政
明

（
同
）	

勝
野　
　

隆

（
同
）	

藤
田　

和
史

（
同
）	

和
泉　

宗
一

（
同
）	

大
槻　

治
朗

（
同
）	

藤
原　

明
徳

（
同
）	

木
下　

剛
宏

（
同
）	
泉　
　

恵
介

（
同
）	
谷　
　

知
浩

（
同
）	
垣
内　

茂
樹

（
同
）	

濟
木　

元
茂

福
祉
部

部
長
兼
福
祉
事
務
所
長	

金
子
ち
あ
き

［
社
会
福
祉
課
］	

福
祉
総
務
☎
88
‐
５
０
２
７

　

生
活
援
護
☎
74
‐
１
０
２
８

　

生
活
福
祉
☎
74
‐
１
１
３
０

課
長	

中
村　

直
樹

福
祉
総
務
係
長	

森
本　

英
行

生
活
援
護
係
長	

松
浪　

克
幸

生
活
福
祉
係
長	

宮
野
さ
お
り

主
査	

木
下　
　

昇

（
同
）	

足
立　

幸
一

（
同
）	

荻
野　

真
理

（
同
）	

鯉
ノ
内
美
果

主
事	

古
賀
龍
一
郎

（
同
）	

中
尾　

大
紀

社
会
福
祉
士	

荻
野　

幸
紀

［
介
護
保
険
課
］	

介
護
保
険
☎
74
‐
１
０
４
９

介
護
認
定
☎
74
‐
０
６
０
２

介
護
予
防
☎
74
‐
０
３
６
８

課
長	

谷
口　

正
一

介
護
保
険
係
長	

大
西　

万
実

介
護
認
定
係
長	

荒
木　

信
博

介
護
予
防
係
長	

芦
田　

将
司

主
幹	

高
見　

弘
子

（
同
）	

山
下　

未
記

（
同
）	

兒
玉　

史
絵

（
同
）	

門
岩　

麻
紀

（
同
）	

前
川　

武
志

主
任
保
健
師	

中
道　

靖
子

（
同
）	

渕
上　

直
子

（
同
）	

荻
野
あ
ゆ
み

主
任
介
護
支
援
専
門
員	

松
本
佐
緒
里

（
同
）	

細
見　

直
樹

主
査	

辻　
　

明
奈

主
事	

江
中
健
一
郎

施
設
管
理
係
長	

青
木　

一
典

工
務
係
長	

和
久　

明
一

主
幹	

荻
野
佐
和
子

（
同
）	

山
本　

尚
平

（
同
）	

山
内　

昭
典

（
同
）	

矢
持　

竜
児

主
査	

三
原　

英
憲

主
事	

山
下　

将
平

（
同
）	

柳
瀬
理
香
子

環
境
整
備
員	

足
立　

真
也

（
同
）	

藤
原　

厚
志

（
同
）	

荻
野　
　

勉

（
同
）	

岸
田　

正
徳

（
同
）	

廣
瀬　

秀
樹

会
計
課

☎
82
‐
１
０
０
３

会
計
管
理
者	

矢
本　

正
巳

課
長	

髙
見　

貴
子

出
納
係
長	

福
田
み
さ
代

審
査
係
長	

黒
田　

浩
嗣

主
幹	

上
山　

秀
樹

主
査	

松
本
有
崇
佳

主
事	

片
山　
　

萌

議
会
事
務
局

☎
82
‐
１
４
７
２

議
会
事
務
局
長	

荻
野　

隆
幸

課
長
兼
議
事
調
査
係
長

	

荒
木　
　

一

庶
務
係
長	

柿
原　

範
久

主
幹	

村
上
か
お
り

主
査	

畑
井　

大
輔

行
政
委
員
会

［
監
査
委
員
事
務
局
］	

☎
82
‐
０
７
９
３

事
務
局
長	

亀
井　

昌
一

監
査
係
長	

一
色　

郁
雄

主
幹	

三
浦
ま
り
子

［
農
業
委
員
会
事
務
局
］	

☎
74
‐
１
５
０
４

事
務
局
長	

北
山　

浩
三

副
事
務
局
長
兼
農
地
・
農
政
係
長	

	

足
立　

幸
二

主
幹	

青
木　

明
美

主
事	

大
西　

裕
滋

（
同
）	

原　
　

佑
輔

（
同
）	

矢
尾　

一
樹

介
護
支
援
専
門
員	

足
立　
　

悟

社
会
福
祉
士	

橋
本　

秀
明

（
同
）	

細
見　

友
佳

［
障
が
い
福
祉
課
］

☎
74
‐
０
２
２
２

課
長	

谷
水　
　

仁

副
課
長
兼
療
育
支
援
係
長

	

木
村　

成
志

障
が
い
総
務
係
長	

徳
田　

克
彦

障
が
い
福
祉
係
長	

北
山　

美
幸

主
幹	

中
尻　
　

香

（
同
）	

梶
原　
　

慈

（
同
）	

西
村　

美
香

（
同
）	

桑
畑　

雅
子

（
同
）	

大
垣　

知
美

主
任
保
健
師	

三
原　

美
和

主
任
看
護
師	
中
尾　

志
保

主
任
理
学
療
法
士	
足
立　

千
秋

主
査	

中
村　

和
代

主
事	

細
見　

裕
樹

（
同
）	

山
本　

義
貴

（
同
）	

堂
東
な
お
み

社
会
福
祉
士	

荻
野　

悦
代

（
同
）	

小
野　

彩
夏

健
康
部

部
長	

芦
田　

恒
男

次
長
兼
健
康
課
長	

大
槻　

秀
美

［
国
保
・
医
療
課
］

☎
82
‐
６
６
９
０

課
長	

山
本　
　

崇

副
課
長
兼
国
保
年
金
係
長	

　
　
　
　
　
　
　

 

里　

    

美
典

医
療
福
祉
係
長	

髙
槻　

淳
一

主
幹	

田
口　

美
希

（
同
）	

荻
野　

智
子

主
査	

石
川　

浩
毅

（
同
）	

片
山　

慎
也

主
事	

古
川
奈
津
美

（
同
）	

足
立　
　

優

（
同
）	

岩
浅　

弥
生

（
同
）	

吉
見　

啓
吾

［
国
保
診
療
所
］☎

82
‐
０
１
０
９

診
療
所
長	

久
保
田
孝
則

事
務
長	

畑
田
喜
代
美

看
護
師
長	

山
口
ま
す
み

主
任
看
護
師	

芦
田　

三
幸

（
同
）	

足
立
智
奈
美

主
査	

尾
松　

孝
志

主
事	

前
川　

芹
菜

看
護
師	

足
立　

友
代

理
学
療
法
士	

畑
井　

貴
弘

診
療
放
射
線
技
師	

松
原　
　

誠

（
青
垣
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

主
任
看
護
師	

谷
口　

秀
美

［
健
康
課
］

☎
82
‐
４
５
６
７

次
長
兼
健
康
課
長	

大
槻　

秀
美

副
課
長	

安
達　

則
子

健
康
総
務
係
長	

北
野　

博
史

健
康
増
進
係
長	

上
野　

奈
美

母
子
保
健
係
長	

山
本
美
智
子

主
幹	

藤
浦　

知
子

主
任
保
健
師	

遠
藤
美
弥
子

（
同
）	

足
立
恵
理
子

（
同
）	

中
尾　

真
樹

（
同
）	

谷
川　

靖
史

（
同
）	

上
原　

恵
美

（
同
）	

川
上
絵
里
奈

主
任
栄
養
士	

吉
竹　

恵
子

（
同
）	

藤
原　

里
佳

主
事	

瀬
頭　

史
勇

保
健
師	

矢
野　

寛
美

（
同
）	
山
本
い
ず
み

（
同
）	
田
中　

里
美

（
同
）	

藤
本　

真
衣

（
同
）	

細
見　

知
紗

（
同
）	

青
木　

ま
ゆ

（
同
）	

細
見　

友
希

［
地
域
医
療
課
］☎

82
‐
４
６
１
１

課
長	

田
口　

健
吾

副
課
長
兼
地
域
医
療
係
長	

足
立　

安
司

主
査	

垣
内　

大
介

［
看
護
専
門
学
校
］

☎
72
‐
０
５
２
８

学
校
長
（
特
）	

足
立　

育
子

副
校
長	

荒
木　

和
美

庶
務
係
長	

足
立　

勝
弘

教
務
主
任	

林　

か
お
る

主
幹	

十
倉
加
代
子

（
同
）	

大
槻　

弥
生

（
同
）	

蘆
田　

浩
美

技
師	

荻
野　

善
崇

（
同
）	

早
水　

直
輝

機
械
員	

小
高　

直
規

（
同
）	

吉
見　

辰
浩

［
河
川
整
備
課
］	☎

74
‐
２
６
５
３

課
長	

高
野　

和
典

副
課
長
兼
河
川
総
務
係
長

	

荻
野　

浩
行

河
川
整
備
係
長	

足
立　
　

渡

主
幹	

足
立　

勝
宏

主
査	

足
立　

真
澄

（
同
）	

玉
水　

秀
和

（
同
）	

井
上　

将
志

主
事	

上
田　

弘
樹

（
同
）	

足
立　
　

修

［
住
ま
い
づ
く
り
課
］	

☎
　88　
‐
５
０
３
９

課
長	

前
川　

康
幸

住
宅
政
策
係
長	

堀
内　
　

勲

定
住
促
進
係
長	

堂
本　

祥
子

主
査	

多
田　

健
剛

主
事	

秋
山　

晴
香

（
同
）	

酒
井　

隆
成

（
同
）	

植
村
あ
け
み

［
公
営
住
宅
・
開
発
指
導
課
］	

☎
74
‐
２
３
６
４

課
長	

柿
原　

孝
康

公
営
住
宅
係
長	

細
見　

明
弘

開
発
指
導
係
長	

向
井　

克
仁

主
幹	

荒
木
満
紀
子

主
事	

村
上　

春
菜

（
同
）	

石
本　

一
貴

［
施
設
建
築
課
］	☎

88
‐
５
０
２
５

課
長	

里　
　
　

充

施
設
建
築
係
長	

村
上　
　

潤

営
繕
係
長	

西
田　

英
毅

主
査	

中
井　

良
太

（
同
）	

團
野　

真
也

技
師	

井
上　

恵
太

（
同
）	

山
本　

雅
彦

［
下
水
道
課
］	

☎
74
‐
０
２
２
４

課
長	

義
積　

浩
明

副
課
長
兼
経
営
管
理
係
長	

	

西
山　

健
吾

（
同
）	

北
野　

一
惠

（
同
）	

吉
田　

竹
彦

（
同
）	

石
原
小
百
合

（
同
）	

泉　
　

愛
子

主
査	

西
岡　

俊
雄

（
同
）	

佐
竹　

典
子

産
業
経
済
部

部
長	

西
山　

茂
己

農
林
担
当
部
長	

余
田　
　

覚

次
長
兼
恐
竜
・
観
光
振
興
課
長	

	

細
見　

秀
和

［
農
業
振
興
課
］	

農
政
☎
74
‐
１
４
６
５

農
業
振
興
☎
88
‐
５
０
２
８  

　

農
業
共
済
☎
74
‐
１
４
７
４

課
長	

高
見　

英
孝

農
業
共
済
係
長	

高
見　

卓
也

農
政
係
長	

中
尾　

大
祐

農
業
振
興
係
長	

若
狭　

光
正

主
幹	

西
田　
　

豊

（
同
）	

赤
井　

竜
一

（
同
）	

高
橋　

大
三

（
同
）	

八
尾　

真
充

（
同
）	

村
上
久
美
子

（
同
）	

田
口　

慎
吾

主
査	

山
崎　

陽
子

（
同
）	

藤
田　

邦
幸

主
事	

髙
橋　

玲
奈

（
同
）	

金
川　
　

厚

（
同
）	

由
良　

優
季

（
同
）	

寺
内
み
な
み

（
同
）	

細
谷　

周
平

有
害
鳥
獣
担
当
専
門
員
（
特
）	

	

高
見　

広
幸

（
同
）	

藤
本　

周
作

［
農
林
整
備
課
］	☎

74
‐
１
７
０
７

課
長	
畑
田
弥
須
裕

副
課
長
兼
林
業
振
興
係
長

	
田
村　
　

猛

農
林
管
理
係
長	

山
内　

吉
一

農
林
整
備
係
長	

髙
田　

延
重

地
籍
調
査
係
長	

余
田　

隆
之

主
幹	

細
見　

和
宏

（
同
）	

糸
川　

和
良

（
同
）	

森
津　

和
之

（
同
）	

長
谷　

真
美

主
査	

門
岩　

誠
悟
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平成 30 年度予算

脱皮への鼓動

市長コラム

丹波語り

　

平
成
30
年
度
予
算
を「
脱
皮
へ
の

鼓
動
』
予
算
と
名
づ
け
ま
し
た
。

　

丹
波
市
が
大
き
く
変
わ
る
、
平
成

31
年
の
前
年
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

準
備
に
大
わ
ら
わ
の
年
で
す
。

　

平
成
31
年
度
に
は
、
市
内
中
心
部

に
、
県
立
柏
原
病
院
と
柏
原
赤
十
字

病
院
を
統
合
し
た
県
立
丹
波
医
療
セ

ン
タ
ー（
仮
称
）
が
オ
ー
プ
ン
。
市

へ
の
注
目
度
が
高
ま
り
、
人
・
モ
ノ

の
動
き
が
活
発
に
な
る
と
見
込
ま
れ

ま
す
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
さ
ず

「
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
丹
波
市
な
ら
で

は
」
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ

ン
で
、
市
内
の
人
口
異
動
も
予
測
さ

れ
ま
す
。
人
口
減
少
が
よ
り
顕
著
に

な
る
エ
リ
ア
の「
安
全
・
安
心
な
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
」「
市
内
中
心
部
へ
の
ア

ク
セ
ス
を
容
易
に
す
る
公
共
交
通
網

の
確
保
」
な
ど
、
較か

く
さ差
是
正
が
急
務

と
考
え
て
い
ま
す
。
将
来
を
見
据
え

た
ま
ち
づ
く
り
を
一
緒
に
考
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　

一
方
で
、
30
年
前
の「
丹
波
の
森

宣
言
」（
昭
和
63
年
9
月
）
で
高
ら

か
に
謳う

た

わ
れ
た
、
丹
波
地
域
ら
し
い

里
山
の
暮
ら
し
、
人
々
の
営
み
を
守

り
、
継
承
す
る
こ
と
は
今
の
時
代
に

丹
波
地
域
に
住
む
者
の
責
務
で
す
。

　

脱
皮
に
向
け
て
、
市
民
の
み
な
さ

ん
が
主
体
と
な
っ
て
、
丹
波
市
の
魅

力
を
カ
タ
チ
に
す
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
活
動
へ
の
補
助
制
度
を
整

え
ま
し
た
。
市
民
の
方
々
一
人
ひ
と

り
が「
ワ
ク
ワ
ク
・
ド
キ
ド
キ
」
し
な

が
ら
手
を
携
え
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
に
邁
進
で
き
る
、
そ
ん
な
一
年

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

◇おでかけサポート事業（福祉送迎サービス事
業）

■送迎範囲 / 市内一円
■送迎内容 / 医療機関への通院、買い物など生
活に必要な外出
■登録対象者
住民票があり、（ア）（イ）のいずれかに該当で
①から④のすべてに該当する人

（ア）介護保険要介護認定が要介護３以上
（イ）18 歳以上の方で身体障害者手帳（１級１

種〜４級１種）、療育手帳、精神障害者保健福
祉手帳のいずれかを所持している
①今年度「福祉タクシー券 ( バスカード )」の
交付を受けていない
② 本人の市民税が非課税
③ 自動車運転免許証を所持していない
④ 施設に入所中、病院に入院中でない

◇高齢者外出支援事業

■対象 / 市に住民票があり居住している 70 歳
以上で、①から④のすべてに当てはまる人。
①自動車運転免許証を所持していないか自動車
の運転をしない②特別養護老人ホームなどの施
設に入所中、病院に入院中でない③市民税非課
税世帯、または市民税課税世帯で本人が市民税
非課税で、課税年金収入額と所得金額の合計額
が 80 万円以下④おでかけサポート事業に登録
していない
■助成内容
①タクシー券かバスカード
Ａ：要介護・要支援の認定者など
タクシー券 1 枚 620 円券を 24 枚分またはバス
カードを年額 16,360 円
Ｂ：認定のない人
タクシー券 1 枚 300 円券を年間 24 枚分または
バスカードを 7,920 円

問申　介護保険課（春日庁舎内）☎ 74‐0368問申　障がい福祉課（春日庁舎内）☎ 74‐0222

高齢者・障がい者の

外出を支援します
H P

官民一体となって計画を推進

丹波市観光・商工業ユニティプ
ランの答申を受けました

市島地域今中地区

復旧した農地に栗を植樹

栗の植樹を行う地域の小学生たち

市内 11 法人と協定

要援護者の避難場所を確保

　３月 26 日、市内 11 法人 16 施設と「災害時に
おける避難場所等施設利用の協力に関する協定」
を締結しました。
　協定により、災害時に一般避難所での滞在が困
難な、高齢者や障がい者などの「要援護者」の避
難場所の確保ができました。谷口市長は「いつ起
こるか分からない災害に対し、備えができた。大
変心強い」と感謝を述べました。

どかちま
すくっぴと

どかちま
すくっぴと

　平成 26 年８月の丹波市豪雨災害で被災した
今中地区の農地のほ場整備が完了し、栗園とし
て整備するために植樹を行いました。
　今中地区の農地は災害で大きな被害を受けま
した。災害で発生した土砂を受け入れ、ほ場整
備方式で復旧。今後は栗園として整備が進めら
れ、復興の新たなシンボルとなることが期待さ
れています。

　3 月 27 日、長年にわたり他の模範となる善行
や多額の寄附により、市の発展に大きく寄与さ
れた人を対象としたかたくり賞が、川端皓孔さ
んと故稲葉登志夫さんの２人に贈呈されました。
　川端さんは、父である故川端謹次画伯の油彩
作品など 212 点を寄附。稲葉さんは、認定こ
ども園の建設用地を寄附されたことから受賞さ
れました。

川端皓
てるよし

孔さんと稲葉登
と し お

志夫さんが受賞

丹波市かたくり賞

受賞した川端皓孔さん（写真右）と谷口市長（写真左）

　３月 29 日、丹波市地域資源活用懇話会から、
観光・商工業振興施策のあるべき方向を示す「丹
波市観光・商工業ユニティプラン（案）」の答申
を受けました。
　懇話会の田辺眞人会長は「人口減少の負のスパ
イラルの解消と地方創生の実現に向け、官民一体
で着実に計画を進めて欲しい」と伝えました。

答申書を手渡す、田辺眞人会長(写真右)と谷口市長(写真左)

協定の締結式に参加した各法人の代表ら
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お
知
ら
せ

に
送
金
し
ま
し
た
。
災
害
救
護

や
日
赤
事
業
の
重
要
な
活
動
資

金
と
し
て
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

　

社
会
福
祉
課
（
春
日
庁
舎
内
）

☎
74
‐
１
１
３
０

　
巡
回
職
業
相
談

丹ま
ご
こ
ろワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
た
ん
ば

は
、
巡
回
職
業
相
談
を
実
施
し
、

職
業
に
対
す
る
相
談
・
紹
介
を

し
て
い
ま
す
。

■
相
談
日
時
・
場
所

相
談
時
間
：
午
後
１
時
～
４
時

５
月
１
日
（
火
）・
15
日
（
火
）
：

氷
上
住
民
セ
ン
タ
ー

10
日
（
木
）・
24
日
（
木
）
：
青

垣
住
民
セ
ン
タ
ー

　

丹
ま
ご
こ
ろ

ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト
た
ん
ば

（
春
日
庁
舎
内
）
☎
74
‐
３
６
６
０

身
体
障
害
者
移
動
相
談

■
と
き
／
６
月
１
日
（
金
）
午

前
９
時
30
分
～
正
午

■
と
こ
ろ
／
氷
上
住
民
セ
ン
タ
ー

■
内
容
／
補
装
具
（
義
肢
・
装

具
・
車
い
す
）
費
支
給
に
関
す

る
判
定
お
よ
び
適
合
判
定
、
補

５
月
12
日
は
「
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
日
」
で
す

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」
は
、

地
域
住
民
か
ら
の
相
談
を
受

け
、
必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ

る
関
係
機
関
へ
つ
な
ぐ
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
主

任
児
童
委
員
」
は
、
子
育
て
支

援
や
児
童
の
健
全
育
成
な
ど
、

児
童
に
関
す
る
相
談
を
専
門
と

し
て
い
ま
す
。
各
委
員
に
は
守

秘
義
務
が
あ
り
、
相
談
者
の
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
心
配

ご
と
は
地
域
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

社
会
福
祉
課
（
春
日
庁
舎
内
）

☎
88
‐
５
０
２
７

日
赤
募
集
活
動
ご
協
力
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

平
成
29
年
度
の
日
本
赤
十
字
社

活
動
資
金
募
集
活
動
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
、
７
７
３
万
５
，
７
４
２
円

を
日
本
赤
十
字
社
兵
庫
県
支
部

歯
っ
ぴ
ー
健
診
の
実
施

高
齢
者
の
口
腔
機
能
、
衛
生
状

態
を
確
認
す
る
高
齢
者
歯
科
口

腔
健
診
を
実
施
し
ま
す
。

■
と
き
／
4
月
2
日(

月)

～

平
成
31
年
2
月
28
日
（
木
）

■
と
こ
ろ
／
市
内
の
各
歯
科
医

療
機
関

■
対
象
／
後
期
高
齢
者
医
療
被

保
険
者
で
平
成
31
年
３
月
末
時

点
で
66
歳
・
71
歳
・
76
歳
・
81

歳
の
人

■
申
込
方
法
／
対
象
者
に
は
、

４
月
上
旬
に
無
料
受
診
券
を
郵

送
し
ま
す
。
歯
科
医
療
機
関
を

予
約
し
て
、
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。
対
象
年
齢
以
外
の
77
歳
以

上
の
人
は
、
６
月
以
降
、
申
請

に
よ
り
無
料
受
診
券
を
交
付

し
ま
す
。
た
だ
し
、
前
年
度
に

当
健
診
を
受
診
し
た
人
は
申

請
で
き
ま
せ
ん
。

　
　

国
保
・
医
療
課
（
氷
上

保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
82
‐

６
６
９
０

い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協

議
会
委
員
募
集

い
じ
め
の
防
止
・
解
消
に
広
く

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映

装
具
装
用
指
導
。
補
装
具
な
ど

に
関
す
る
相
談
。

■
対
象
／
肢
体
不
自
由
に
よ

り
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
人
お
よ
び
難
病

患
者
な
ど

■
申
込
期
限
／
５
月
18
日
（
金
）

　
　

障
が
い
福
祉
課
（
春
日
庁

舎
内
）
☎
74
‐
０
２
２
２

ま
な
び
の
里
づ
く
り
協
議

会
委
員
募
集

市
民
の
生
涯
学
習
活
動
を
地
域
づ

く
り
に
生
か
す
「
知
識
循
環
型
生

涯
学
習
」
の
推
進
に
つ
い
て
協
議

す
る
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象
／
20
歳
以
上
で
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
人

■
定
員
／
３
人
以
内

■
任
期
／
２
年

■
応
募
方
法
／
各
支
所
・
各
住

民
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
応

募
用
紙
と
作
文
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

■
作
文
／
テ
ー
マ
：
生
涯
学
習

活
動
と
ま
ち
づ
く
り　

８
０
０

字
以
内

■
応
募
期
限
／
５
月
25
日
（
金
）

　
　

市
民
活
動
課
（
氷
上

住
民
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
82
‐

０
４
０
９

申
問

問

問

さ
せ
る
た
め
、
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

■
対
象
／
①
20
歳
以
上
で
市
内

在
住
・
在
勤
の
人
②
い
じ
め
問

題
に
関
心
を
も
ち
、
積
極
的
に

意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る

人
③
年
２
回
程
度
の
昼
間
の
会

議
に
出
席
で
き
る
人
④
丹
波
市

議
会
の
議
員
お
よ
び
丹
波
市
の

職
員
で
な
い
人

■
定
員
／
２
人
以
内

■
任
期
／
平
成
32
年
３
月
31
日

■
応
募
方
法
／
応
募
用
紙
と
作

文
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
作
文
／
テ
ー
マ
：
あ
な
た
が

考
え
る
い
じ
め
防
止
対
策
と
は

１
，
０
０
０
字
以
内
。

■
応
募
期
限
／
５
月
23
日
（
水
）

　
　

学
校
教
育
課
（
山
南
庁
舎

内
）
☎
70
‐
０
８
１
１

丹
波
市
少
年
少
女
水
泳
記

録
会
の
参
加
者
募
集

小
・
中
学
生
を
対
象
に
水
泳
記

録
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
／
５
月
20
日
（
日
）
午

前
９
時
40
分　

■
と
こ
ろ
／
青
垣
温
水
プ
ー
ル

■
対
象
／
市
内
の
小
・
中
学
生

■
申
込
方
法
／
各
支
所
・
各
住

民
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
備
え
付
け

募
集

申
問

申
問

１
２
，
０
０
０
円
相
当

■
対
象
／ 

花
壇
づ
く
り
な
ど
を

行
う
自
治
会
・
老
人
会
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
の
緑
化
活
動
グ
ル
ー
プ

■
申
込
期
限
／
先
着
順
。
申
請

額
が
予
算
に
達
す
る
ま
で
。

　
　

公
営
住
宅
・
開
発
指
導

課
（
春
日
庁
舎
内
）
☎
74
‐

２
３
６
４

緑
化
資
材
の
提
供
事
業　

助
成
団
体
一
次
募
集
（
県
）

■
助
成
内
容
／ 

苗
木
・
花
苗
・

肥
料
の
現
物
支
給
※
１
団
体
年

間
1
，
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
ま
で

■
対
象
／
花
壇
づ
く
り
な
ど
を

行
う
自
治
会
・
老
人
会
・
Ｎ
Ｐ

Ｏ
な
ど
の
緑
化
活
動
グ
ル
ー
プ

■
申
込
期
限
／ 

４
月
27
日（
金
）

　
　

丹
波
土
木
事
務
所
ま
ち
づ

く
り
建
築
課
☎
73
‐
３
８
６
２

公
営
住
宅
・
開
発
指
導
課
（
春

日
庁
舎
内
）
☎
74
‐
２
３
６
4

県
民
ま
ち
な
み
緑
化
事
業

助
成
団
体
募
集

■
助
成
内
容
／ 

校
園
庭
・
広
場
・

駐
車
場
な
ど
で
樹
木
の
植
栽
や

芝
生
化
に
必
要
な
緑
化
資
材
・

施
工
費
の
補
助
。

申
問

申
問

の
参
加
申
込
書
に
記
入
し
て
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
／
５
月
11
日
（
金
）

　
　

山
南
支
所
（
山
南
庁
舎
内
）

☎
77
‐
０
２
４
０

食
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
め

ざ
し
ま
せ
ん
か

食
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
を
学
ぶ

講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
と
き
／
６
月
19
日
（
火
）
～

12
月
18
日
（
火
）
の
月
２
回
程
度

■
と
こ
ろ
／
県
柏
原
総
合
庁
舎

■
対
象
・
定
員
／
丹
波
市
・
篠

山
市
在
住
の
人
、
20
人
程
度

■
費
用
／
テ
キ
ス
ト
お
よ
び
材

料
費

■
申
込
期
限
／
６
月
５
日
（
火
）

食
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
は
、（
一

財
）
日
本
食
生
活
協
会
の
食
生

活
改
善
推
進
員
で
す
。

　
　

丹
波
健
康
福
祉
事
務
所
健

康
管
理
課
☎
73
‐
３
７
６
５

緑
化
資
材
の
提
供
事
業　

助

成
団
体
募
集
（
市
）

■
助
成
内
容
／ 

花
苗
や
肥
料
の

ほ
か
、
緑
化
活
動
に
必
要
な
資

材
の
現
物
支
給
。

※
上
限
は
１
団
体
に
つ
き
年
間

■
対
象
／ 

自
治
会
・
老
人
会
な

ど
の
住
民
団
体
や
緑
化
を
目
的

と
し
て
活
動
す
る
団
体
な
ど

■
申
込
期
限
／ 

12
月
21
日
（
金
）

　
　

丹
波
土
木
事
務
所
ま
ち
づ

く
り
建
築
課
☎
73
‐
３
８
６
２

公
営
住
宅
・
開
発
指
導
課
（
春

日
庁
舎
内
）
☎
74
‐
２
３
６
４

平
成
30
年
度
丹
波
の
森
大

学
受
講
生
募
集

個
性
豊
か
で
誰
も
が
幸
せ
に
暮

ら
せ
る
地
域
づ
く
り
・
環
境
づ

く
り
・
も
り
づ
く
り
の
講
座
を

展
開
し
ま
す
。

■
期
間
／
６
月
８
日
（
金
）
～

12
月
14
日
（
金
）　

全
10
回

■
と
こ
ろ
／
丹
波
の
森
公
苑
ま

た
は
篠
山
市
民
セ
ン
タ
ー

■
内
容
／ 

テ
ー
マ
：
森
の
く
ら

し
の
多
層
性

■
定
員
／
70
人
※
先
着
順

■
受
講
料
／
１
０
，
０
０
０
円

■
申
込
方
法
／
ハ
ガ
キ
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
込
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限
／
６
月
３
日
（
日
）

　
　
（
公
財
）
兵
庫
丹
波
の
森

協
会
講
座
「
丹
波
の
森
大
学
」

事
務
局
☎
73
‐
０
９
３
３　

Ｆ

72
‐
５
１
６
４

問

申
問

申
問

申
問

申
問

申
問

広告

広告
cosmo-cosmolife.com

■コスモライフ北兵庫
介護保険事業所番号 2871301103

〒 669-3301
丹波市柏原町南多田 472-1

　   0120-36-2948
FreeDial

特
集
：
平
成
30
年

度
予
算

特
集
：
平
成
30
年

度
予
算

特
集
：
住
宅
補
助

制
度

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ
市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

職

員

配

置

職

員

配

置

ま

ち

と

ぴ

市
長
コ
ラ
ム
ほ
か

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集

情
報
ひ
ろ
ば

子
育
て
関
連
情
報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

図

書

館

健
康
生
活
は
ぴ
た
ん

戸
籍
の
ま
ど
特
集
：
か
い
ば
ら

雛
め
ぐ
り
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ろ
う
伝
え
よ
う
食
育
講
座 　

時

間
未
定

相
談
▽
31
日
（
木
）
子
育
て
指

導
員
：
な
ん
で
も
相
談　

 

に
っ

こ
り
マ
マ
ひ
ろ
ば　

午
前
10
時

～
11
時
30
分

♪
青
垣
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
87
‐
１
９
１
９

講
座
▽ 

16
日
（
水
）
お
や
こ
教

室　

歯
磨
き
教
室
＆
Ｃ
ａ
お
や

つ 

午
前
10
時
～
11
時
30
分

相
談
▽
11
日
（
金
）
保
健
・
栄

養
相
談
：
マ
マ
相
談
会　

午
前

9
時
30
分
～
11
時
30
分
▼
30
日

（
水
）
子
育
て
指
導
員
：
な
ん

で
も
相
談
日　

午
前
10
時
～
午

後
３
時
30
分

♪
春
日
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
74
‐
３
０
４
０

講
座
▽
18
日
（
金
）
ベ
ビ
ー
マ

ッ
サ
ー
ジ  

午
前
10
時
～
11
時

30
分

相
談
▽
16
日
（
水
）
主
任
児
童

委
員
：
子
育
て
相
談
＆
大
き
く

な
っ
た
か
な  
午
前
10
時
～
11

時
30
分

♪
山
南
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
77
‐
３
１
６
０

講
座
▽
10
日
（
木
）
ひ
よ
こ

ク
ラ
ス　

ひ
よ
こ
デ
ビ
ュ
ー

「
は
じ
め
ま
し
て
よ
ろ
し
く

ね
」 　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

♪
柏
原
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
72
‐
４
７
４
７

講
座
▽
22
日
（
火
）
乳
幼
児
の

発
達
と
健
康
に
つ
い
て
～
保
健

師
さ
ん
か
ら
学
ぼ
う
～ 

午
前
10

時
～
11
時
30
分

相
談
▽
15
日
（
火
）
ピ
ア
サ
ポ

ー
タ
ー
：
子
育
て
な
ん
で
も
相

談　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

♪
氷
上
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
82
‐
５
３
５
０

講
座
▽
24
日(

木)

地
域
を
知

子
ど
も
司
書
養
成
講
座

ま
わ
り
の
人
た
ち
に
読
書
の
楽

し
さ
を
教
え
る
『
子
ど
も
読
書

推
進
リ
ー
ダ
ー
』
を
養
成
す
る

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
期
間
／
6
月
10
日
（
日
）
～

12
月
9
日
（
日
）
の
全
7
回

■
と
こ
ろ
／
中
央
図
書
館

■
対
象
／
市
内
在
住
の
小
学
4

年
生
～
6
年
生

■
定
員
／
10
人
※
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選

■
申
込
期
限
／
5
月
11
日
（
金
）

お
は
な
し
会

幼
＝
幼
児　

小
＝
小
学
生　

小
低
・

高
＝
小
学
校
低
学
年
・
高
学
年

中
央
図
書
館
☎
82
‐
７
１
０
０

８
日
（
火
）
午
前
10
時
30
分  

幼
▼
12
日
（
土
）
午
前
10
時
30

分　

幼
▼
19
日
（
土
）
午
前
10

時
30
分　

小
▼
26
日
（
土
）
午

前
10
時
30
分　

幼

柏
原
図
書
館
☎
72
‐
０
３
１
３

12
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分  

幼
～
小
低
※
柏
原
住
民
セ
ン
タ

ー
２
階
和
室

青
垣
図
書
館
☎
87
‐
１
1
１
１

12
日
（
土
）
午
前
11
時   

幼
～
小
低

春
日
図
書
館
☎
74
‐
１
6
１
１

19
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分   

幼
～
小
低
※
春
日
住
民
セ
ン
タ

ー
２
階
視
聴
覚
室

山
南
図
書
館
☎
77
‐
０
３
３
６

12
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分 

幼

～
小
低
▼
18
日
（
金
）
午
前
10

時
30
分　

幼
▼
26
日
（
土
）
午

前
10
時
30
分　

幼
～
小
低
※
山

南
住
民
セ
ン
タ
ー
２
階
和
室

市
島
図
書
館
☎
85
‐
２
７
３
３

26
日
（
土
）
午
前
11
時  

幼
～

小
低

図
書
館

５
月
の
子
育
て
関

連
情
報

美と鑑賞の憩いの場

美術館通信

　植野記念美術館　☎ 82-5945
氷上町西中 615‐４●開館時間 / 午前 10 時～午後５時

（入館は午後４時 30 分まで）●休館日 / 月曜※ 4 月 30
日（祝）は開館●観覧料 / 一般 800 円ほか（ココロンカー
ド利用可、20 人以上団体割引）

　「夢見ることは生きる力」を意味する「夢見
るチカラ」。永田萠さんの作品には、心あたた
まる景色の中にも現実を見つめ、生き抜く信念
が込められています。溢れ出す色彩の中に潜む
やさしさと力強さをご覧ください。

◆ぬりえコーナー
「永田萠さんの作品のぬりえに挑戦しよう」

■とき / 随時　※休止することがあります
■参加費 / 無料　※別途観覧料必要

問

３月 24日（土）～ 5月 13日（日）　

永田萠展 －夢見るチカラ―

◆次回予告
「生誕 110 年　川端謹次　作品受贈記念展」

■とき / ５月 26 日（土）～７月８日（日）
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リ
サ
イ
ク
ル
体
験
教
室

■
対
象
／
市
内
在
住
の
小
学
生
以

上
の
人
※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

■
定
員
／
各
10
人

※
申
込
者
が
３
人
以
上
の
場
合

に
開
催
。
先
着
順
。
ガ
ラ
ス
フ

ュ
ー
ジ
ン
グ
の
み
定
員
４
人
。

○
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト

■
と
き
／
９
日
（
水
）
午
後
１
時

■
参
加
費
／
３
０
０
円

■
持
ち
物
／
透
明
な
ガ
ラ
ス
製

品
、
好
き
な
シ
ル
エ
ッ
ト
の
図
案

○
ガ
ラ
ス
フ
ュ
ー
ジ
ン
グ

■
と
き
／
16
日
（
水
）
午
後
１
時

■
参
加
費
／
５
０
０
円

○
紙
す
き

■
と
き
／
23
日
（
水
）
午
後
１
時

■
持
ち
物
／
牛
乳
パ
ッ
ク
１
箱

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

素
材
を
ま
る
ご
と
生
か
し
た
、

環
境
に
や
さ
し
い
エ
コ
ク
ッ
キ

ン
グ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
／
29
日
（
火
）
午
前
10

時
～
午
後
0
時
30
分

■
メ
ニ
ュ
ー
／
ス
ナ
ッ
プ
え
ん

ど
う
の
天
ぷ
ら
サ
ラ
ダ
・
玉
ね

ぎ
の
葉
の
ケ
ー
キ
オ
ム
レ
ツ
・

よ
も
ぎ
大
福
（
予
定
）

■
講
師
／
元
神
戸
学
院
女
子
短

期
大
学
非
常
勤
講
師　

村
上
貴

美
子
さ
ん

■
定
員
／
36
人
※
先
着
順
で
定

員
に
な
り
次
第
受
付
終
了

■
参
加
費
／
５
０
０
円

■
申
込
期
限
／
５
月
22
日
（
火
）

■
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
・
三
角

巾
・
ふ
き
ん
２
枚

Ｆ

 

丹
波
布
伝
承
館

☎  

80
‐
５
１
０
０

織
り
体
験

本
格
的
な
高た

か
は
た機
を
使
い
、
草
木

５
月
の
体
験
教
室

丹
波
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
78
‐
９
９
９
９

♪
市
島
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
85
‐
３
０
３
０
（
代
）

講
座
▽
25
日
（
金
）
わ
か
ば
教

室
親
子
あ
そ
び　

動
く
こ
ど
も

の
館
号　

 

午
前
11
時
～
正
午

※
ラ
イ
フ
ピ
ア
い
ち
じ
ま

相
談
▽
18
日
（
金
）
子
育
て
指

導
員
：
ほ
っ
こ
り
相
談
日　

午

前
9
時
～
午
後
４
時

染
め
の
糸
で
約
15
ｃ
ｍ
の
花
瓶

敷
き
を
織
る
体
験
で
す
。

■
と
き
／
開
館
日
の
午
前
10
時

～
午
後
３
時
※
事
前
申
込
必
要

■
対
象
／
小
学
校
高
学
年
以
上

■
参
加
費
／
８
０
０
円

青
垣
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い

の
里 

☎  

88
‐
０
８
８
８  　

自
然
の
恵
み
展
（
春
）

昔
か
ら
食
べ
物
や
薬
と
し
て
利
用

し
て
き
た
植
物
を
展
示
し
ま
す
。

■
と
き
／
４
月
28
日
（
土
）
～
６

月
24
日
（
日
）

野
鳥
観
察
会

初
夏
の
野
鳥
を
観
察
し
ま
す
。

■
と
き
／
５
月
13
日
（
日
）
午

前
９
時
～
11
時
30
分

■
と
こ
ろ
／
神
池
寺
周
辺　

集
合
：
午
前
9
時　

市
島
支
所

■
持
ち
物
／
双
眼
鏡
・
雨
具

※
事
前
申
込
必
要

年
n e n

金
k i n

退職・扶養から外れた方へ
国民年金の届出はお済みですか

●次回の出張年金相談（完全予約制）
とき・ところ：６月６日（水）氷上保健センター
予約期間：５月 30 日（水）まで
定員：20 人
予約先：西宮年金事務所☎ 0798‐33‐2944

問国保・医療課（氷上保健センター内）☎ 82‐6690

   日本に住む 20 歳以上 60 歳未満の人は全員
国民年金制度に加入しなければなりません。
60 歳未満の厚生年金・共済組合加入者で退職
した人、配偶者の扶養から外れた人は、国民
年金の手続きが必要です。必ず市役所・各支
所に届出をしてください。なお、配偶者の扶
養に入ったとき、厚生年金に加入したときに
は、市役所での手続きは不要です。平成 30
年度の国民年金保険料は、１カ月 16,340 円で
す。同時に保険料免除の申請をする場合は、
退職した人の離職票、退職辞令などの写しを
持参してください。

 「朧
お ぼ ろ よ

夜の宴
うたげ

」
届出が必要なとき 持参するもの

20 歳になったとき 印鑑
退職したとき（厚生年金や
共済年金加入者の場合）

印鑑、年金手帳
・厚生年金：厚生年金資格
　喪失証明書または離職票

・共済年金：共済組合資格
　喪失証明書

配偶者に扶養されていたが、
配偶者が厚生年金、共済年
金を喪失したとき
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 ５ 相月 の 談

氷住＝氷上住民センター、柏住＝柏原住民センター、山住＝山南
住民センター、青住＝青垣住民センター、市農＝市島農村環境改
善センター、春住＝春日住民センター、氷保＝氷上保健センター、
氷＝市役所　春＝春日庁舎、柏支＝柏原支所、市支＝市島支所、
丹健＝丹波健康福祉事務所

問

問

種別 相談名 日・曜日 時間 場所 問い合わせ先

消
費 消費生活相談 平日（祝日除く）午 前 ８ 時 30 分 ～

午後５時 15 分
消費生活センター
( くらしの安全課内 )

丹波市消費生活センター
☎ 82‐0996
消費者ホットライン※土日
☎ 188

行
政 行政相談

２日（山住）、10 日（青住）、14 日（氷）、16 日（柏住）
17 日（市農）22 日（春住）　
時間 / 午後１時 30 分～３時 30 分

総務課
☎ 82‐1002

人
権

特設人権相談所 14 日（山住）、17 日（氷住）、21 日（市農）
時間 / 午後１時 30 分～４時　

柏原人権擁護委員協議会
☎ 72‐0176

常設相談所 水 ( 祝日除く ) 午前９時～午後４
時

神戸地方法務局柏
原支局

柏原人権擁護委員協議会
☎ 72‐0176

総合生活相談
( 隣保館相談 )

電話 平日 午前９時～午後５
時 来館相談も可能 氷上文化センター ☎ 82‐1064

七日市会館☎ 74‐2310
※電話相談は氷上文化センター
のみ出張 14 日（山住）、21 日（市農）

時間 / 午後１時 30 分～４時

法
律

行政書士による
無料相談会 ５日 午後１時 30 分～

４時 柏住 県行政書士会摂丹支部 ( 荒木 )
☎ 72‐4696

無料登記法律相談 17 日 午後１時 30 分～
４時 柏住

松尾信幸事務所☎ 82‐7174
※共催　県司法書士会たんば支
部・県土地家屋調査士会但馬支部

安
全

市民生活の安全・安心
確保のための指導相談

月・火・木・金 午前９時～午後５
時

氷 総務課☎ 82‐1002

月・火・水・金 春 春日支所☎ 74‐0221

福
祉

認知症介護者相談日 11 日 午前 10 時～正午 春・１階相談室２ 介護保険課☎ 74‐0368
高齢者権利擁護相談日 10 日 午前 10 時～正午 春・１階相談室２ 介護保険課☎ 74‐0368
高齢者こころの医療相
談日～もの忘れ相談～ 22 日 午後２時～４時 春・１階相談室２ 介護保険課☎ 74‐0368

知的障がい者相談 ９日※前日正午
までに要予約

午後１時 30 分～
３時 春・１階相談室２ 障がい福祉課☎ 74‐0222

こころの健康相談
（障がい福祉）

24 日※前日正午
までに要予約

午後１時 30 分～
３時 春・１階相談室２ 障がい福祉課☎ 74‐0222

身体障がい者相談 ８日（春日福祉センター）、18 日（青住）時間 / 午後１
時 30 分～３時 障がい福祉課☎ 74‐0222

健
康 健康・栄養相談

11 日（青住）、14 日（市支）、21 日（春住）、28 日（山住）
※「減塩相談」同時開催
受付時間 / 午前９時 30 分～ 11 時（予約優先）

健康課☎ 82‐4567

医
療

丹波市夜間健康相談ホ
ットライン

年中無休
午後７時～午前０時 電話相談 ☎ 0120‐737‐180

　地域医療課☎ 82‐4611

小児救急医療相談
年中無休　午後５時 30 分～翌午前
８時／土日祝年末年始　午前８時
～翌午前８時

電話相談 ☎ 72‐4396
　地域医療課☎ 82‐4611

夜間おくすり相談 平日の午後９時～ 10 時 30 分 電話相談
☎ 080‐1432‐8132（ 丹 波 市 薬
剤師会）
　地域医療課☎ 82‐4611

若
者 ニート・ひきこもり相談 毎週金曜日／月４回午前 10 時～午

後 4 時※要予約

氷住（第１・３金）
春住（第２金）
柏支（第４金）

子ども・若者サポートセンター
☎ 88‐5070

問

問

電話の掛け間違いがないようご注意ください。　　　

問

筋
ト
レ
は
じ
め
ま
せ
ん
か

　

筋
ト
レ
と
は
、
筋
肉
量
を
増

や
し
、
体
の
代
謝
を
上
げ
て
カ

ロ
リ
ー
を
消
費
し
や
す
い
体
づ

く
り
を
す
る
運
動
で
す
。

　

筋
ト
レ
は
、
カ
ロ
リ
ー
を
消

費
す
る
た
め
に
必
要
な
時
間
が
、

走
る
こ
と
な
ど
の
有
酸
素
運
動

に
比
べ
て
３
分
の
１
程
度
で
す
。

体
を
大
き
く
し
た
い
人
が
取
組

む
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
非

常
に
有
効
な
運
動
で
す
。
筋
ト

レ
を
し
た
直
後
す
ぐ
に
代
謝
が

上
が
り
、
そ
の
後
、
運
動
を
し

て
い
な
い
時
や
寝
て
い
る
間
も

カ
ロ
リ
ー
を
消
費
し
続
け
ま
す
。

　

ま
た
、
走
る
な
ど
の
有
酸
素

運
動
も
心
臓
・
呼
吸
筋
の
強
化

な
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。
筋

ト
レ
と
有
酸
素
運
動
を
組
み
合

わ
せ
て
、
無
理
せ
ず
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課  

（
春

日
文
化
ホ
ー
ル
内
）
☎
88
‐

５
０
５
７

こ
ん
に
ち
は
！

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
で
す

問

問

問

　
「
建
設
中
の
老
人
ホ
ー
ム
の
入

居
の
権
利
が
当
た
っ
た
」
と
い

う
電
話
の
あ
と
に
関
連
会
社
か

ら
「
権
利
を
被
災
者
に
譲
っ
て

ほ
し
い
」
と
い
う
電
話
を
受
け

た
と
い
う
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
親
切
心
や
同
情
心

に
つ
け
こ
み
、
名
義
貸
し
を
さ

せ
、
そ
の
こ
と
に
問
題
が
あ
る

と
お
金
を
だ
ま
し
取
る
手
口
で

す
。
複
数
の
人
物
が
登
場
し
て
、

言
葉
巧
み
に
話
を
続
け
、
電
話

を
切
ら
せ
な
い
よ
う
に
し
ま

す
。
演
劇
の
よ
う
に
仕
立
て
ら

れ
た
勧
誘
の
た
め
、
劇
場
型
勧

誘
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

劇
場
型
勧
誘
に
は
、
留
守
番

電
話
機
能
や
番
号
表
示
機
能
を

利
用
す
る
こ
と
が
効
果
的
で

す
。
電
話
番
号
が
表
示
さ
れ
な

い
な
ど
、
不
審
な
電
話
に
は
出

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

丹
波
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
く
ら
し
の
安
全
課
内
）
☎
82
‐

０
９
９
６    

あ
い
さ
つ
か
ら
始
め
よ
う

　

春
は
、
進
学
や
就
職
、
転
勤
な

ど
多
く
の
出
会
い
が
あ
り
ま
す
。

新
し
い
人
と
の
出
会
い
は
、
自

分
の
視
野
を
広
げ
、
学
ぶ
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

新
た
な
環
境
で
充
実
し
た

生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
出

会
い
を
大
切
に
し
、
良
好
な

人
間
関
係
を
築
く
こ
と
が
と

て
も
大
切
で
す
。
そ
の
た
め

の
有
効
な
手
段
の
ひ
と
つ
が
、

あ
い
さ
つ
で
す
。

　

自
分
の
心
を
開
く
こ
と
で
相

手
の
心
も
開
き
、
相
手
と
の
距

離
が
縮
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
あ

い
さ
つ
を
交
わ
す
こ
と
は
、
互

い
の
存
在
を
認
め
合
う
こ
と
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

心
の
こ
も
っ
た
あ
い
さ
つ
で

相
手
と
の
良
好
な
関
係
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
、
充
実
し
た
生
活
を

送
り
ま
し
ょ
う
。

　

人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
（
氷

上
住
民
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
82
‐

０
２
４
２

人権啓発コ
ー

ナ
ー

じ
ん
け
ん    

と
び
ら

の

問

「丹波市平日夜間応急診察室」と「休日応急診療所」５月の当番医（敬称略）

網 か け の ㊡ 印
は 休 日 診 療 所
で 受 診 し て く
ださい。

※当番医は変更にな
ることがあります。
診察は応急的なもの
です。症状が悪くな
る場合などは、後日
かかりつけ医を受診
しましょう。医療機
関のお問い合わせは
消 防 本 部（ ☎ 72‐
2255）まで。

丹波市平日夜間応急診察室〔柏原日赤〕 休日応急診療所
診療時間 / 午前９時～正午　　

　　    午後１時～５時 
※来院前に☎ 72‐2480 へ電話

してください。

診療時間 / 午後 8 時～ 10 時　
※来院前に☎ 72‐0556 へ電話してください。

※平日昼間はかかりつけ医で受診してください。

月 火 水 木 金 土 日
１ 細見成一 ２ 田中　潔 ３ 芦田　孔 ４ 高見啓央 ５ 細見成一 ６ 上山知己

（婦人科） （内　科） （内　科） （内　科） （婦人科） （内　科）
７ 田中庸生 ８ 三浦博幸 ９ 中川泰洋 10 11 上田明徳 12 13 上田明徳

（外     科） （内　科） （内　科） 柏原日赤医師 （外     科） （外　科）

14 上山知己 15 中澤　敏 16 平島　顕 17 18 里　博文 19 20 吉積宗範
（内　科） （内　科） （整形外科） 柏原日赤医師 （皮膚科） （内　科）

21 野上壽二 22 久保田孝則 23 赤松義樹 24 25 宮崎直之 26 27 里　博文
（内　科） （内　科） （内　科） 柏原日赤医師 （外　科） （皮膚科）

28 田中庸生 29 吉積宗範 30 中川泰洋 31
（外　科） （内　科） （内　科） 柏原日赤医師

㊡

㊡

  ㊡

㊡

問 劇
場
型
勧
誘
に
注
意
！

㊡ ㊡ ㊡

「ゴールデンウィーク」の歯科救急・薬局当番医（敬称略）

種　別 ４/29（日） ４/30（月） ５/ ３（木） ５/ ４（金） ５/ ５（土） ５/ ６（日）
歯科救急診療

診療時間 9:00 ～正午
※来院前にお電話を

かかりつけ医に
ご相談ください

かかりつけ医に
ご相談ください

足立歯科医院
（青垣町佐治）
☎ 87‐0067

松下歯科医院
（柏原町柏原）
☎ 72‐3626

植木歯科医院
( 氷上町谷村）

☎ 82‐6609

合田歯科医院
( 春日町平松）

☎ 74‐0027

休日対応薬局 フラワー薬局（柏原町柏原）
☎ 73‐1193

かいばら調剤薬局（柏原町柏原）
☎ 72‐5550
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健康生活
healthy life 問健康課（氷上保健センター内）☎ 82‐4567

図書館
library 問中央図書館 ☎ 82‐7100
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library

　おすすめ図書

微妙におかしな日本語
～ことばの結びつきの正解・不正解～
神永　曉／著
草思社 [2018.2]

パディントンのどろぼう退治
マイケル・ボンド／作　ペギー・フォートナム／絵
Ｒ . Ｗ . アリー／絵　三辺　律子／訳
ＷＡＶＥ出版 [2018.1]

「暗雲」が垂れ込める？立ち込める？
「暇」にあかす？まかす？「日本国

語大辞典」の元編集長で、辞書一
筋 37 年のことばの達人が、ことば
の結びつきの基本と意外な落とし
穴を、使用例をもとに解説する。

どろぼうが現れました。雨どい
をのぼってくるどろぼうを捕ま
えるために、パディントンは雨
どいに「ぜったい乾かないペ
ンキ」を塗りましたが…。愛ら
しいくまの楽しい物語を収録。

一般書 児童書

申   

　ベストリーダー情報（３月 1 日～３月 31 日）

順位 本の名前 作　者
１ 九十歳。何がめでたい 佐藤愛子
２ この世の春 宮部みゆき
３ おらおらでひとりいぐも 若竹千佐子
４ 刑事の怒り 薬丸　岳
５ 玄鳥さりて 葉室　麟

順位 本の名前 作　者
１ きえた！？かいけつゾロリ 原ゆたか / さく・え
２ くろくんとちいさいしろくん なかや　みわ / さく・え
３ いえのおばけずかん 斉藤　洋 / 作
４ はるがきた ジーン・ジオン / 文
５ チャレンジミッケ！６ ウォルター・ウィック / 作

一般書 児童書

×
×

５月
図書館カレンダー

日  月  火  水  木  金  土    
１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

×
×

×

　

先
月
、
青あ

お
が
き垣
町
の
と
あ
る
お
宅
で

あ
ら
た
に
古こ

文も
ん

書じ
ょ

調
査
が
始
ま
り
ま

し
た
。
所
蔵
者
の
方
は
、
く
ず
し
字

で
書
か
れ
た
小
さ
な
「
紙
切
れ
」
に

い
た
る
ま
で
、
き
れ
い
に
保
存
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
た
だ
の
「
紙
切
れ
」
の

よ
う
な
史
料
か
ら
、
何
が
読
み
と
れ

る
か
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
史
料

の
タ
イ
ト
ル
は
「
記
」
で
す
。

　
　
　
　

記

正
月
十
一
日 　

一
、十
五
銭せ

ん  

あ
げ
三
十
五  

夫そ
れ

惣そ

う

べ

え

兵
ヱ

十
七
日 　

 

一
、二
銭   

や
き
半
丁   

夫そ
れ

ま
き

十
九
日　

一
、三
銭
二
厘り

ん  

と
ふ
二
丁   

夫そ
れ

い
く

（
カ
）

二
月
十
二
日　

一
、三
銭
二
厘　

と
ふ
二
丁　

夫そ
れ

ま
き

廿
五
日　

一
、三
銭
二
厘　

と
ふ
二
丁             

　
　
　

〆
し
め
て  
二
十
六
銭
六
厘　

向
喜き

右う

衛え

も

ん門
様　

上
太た

い
へ
い平

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
学

術
研
究
員　

前
田
結
城

　

こ
の
史
料
は
豆
腐
類
の
購
入
代
金

の
領
収
書
で
す
。
正
確
な
年
代
は
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
正
月
十
一
日
、
あ

げ
（
油
揚
げ
）
三
十
五
枚
を
惣
兵
ヱ

が
十
五
銭
で
購
入
。
同
月
一
七
日
、

や
き
（
焼
豆
腐
か
）
半
丁
を
ま・

き・

が

二
銭
で
購
入
。
十
九
日
に
い・

く・

、
二

月
十
二
日
に
ま・

き・

、
同
月
二
十
五
日

に
誰
か
が
、
と
ふ
（
豆
腐
か
）
二
丁

を
各
々
三
銭
二
厘
で
購
入
し
ま
し
た
。

合
計
二
十
六
銭
六
厘
が
向む

か
い

（
向む

か
い
や
ま
が
い

山
垣
）

の
喜
右
衛
門
か
ら
上か

み

（
上か

み

じ地
）
の
太

平
に
支
払
わ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

向
山
垣
と
上
地
は
山
垣
村
の
中
に

あ
る
小
さ
な
地
名
で
す
。
気
に
な
る

の
は
豆
腐
が
「
と
ふ
」
と
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
す
。
当
時
、
口
頭
で

は
こ
の
よ
う
に
称
さ
れ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
か
。

　

昔
の
領
収
書
に
は
、
そ
の
時
代
に

お
け
る
生
活
文
化
や
地
域
内
の
生
産
・

消
費
の
構
造
を
知
り
う
る
情
報
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
領
収
書
に
あ
る
情

報
を
大
量
に
集し

ゅ
う
せ
き積
す
る
こ
と
で
、
昔

の
村
人
た
ち
の
生
活
が
鮮
や
か
に
よ

み
が
え
っ
て
く
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

歴史探訪
シ
リ
ー
ズ

ふ
る
さ
と
を
見
直
そ
う
100

  

「
記き

」
と
い
う
小
さ
な
紙
片
か
ら

問
　

文
化
財
課
（
山
南
庁
舎
内
）

☎
70
‐
０
８
１
９

×

①春キャベツをせん切りにする。
②ごぼうは細切りにしてゆでて、水
けを切り、りんごは薄いいちょう切
りにする。
③Ａを混ぜ合わせ、①のキャベツを
入れて、和える。
④キャベツがしんなりしてきたら、
ごぼうとりんごを加え混ぜ合わせる。

～伝え・育み・丹波の恵みで健康を～

“た
んば”食育クッキング

  

材
料
（
２
人
分
）

春キャベツ 　60 ｇ
新ごぼう 　   40 ｇ
りんご 1/4 個
Ａ＊ヨーグルト　 大さじ２
         マヨネーズ 大さじ１
         こしょう 少々

つ
く
り
方

１人分 : エネルギー 80kcal・塩分 0.2g

春キャベツと新ごぼうのサラダ

　春キャベツは葉の巻きがゆるいので、や

わらかくてみずみずしく、甘いのが特徴で

す。生のまま食べると甘みをいっそう感じ

られます。いろんな料理に使われる

キャベツ。旬の時期にぜひ味わって

ください。

丹波市集団健診が始まります
　
　５月８日～６月 14 日の期間、市内６カ所で
丹波市集団健診を実施します。内容は、丹波市
国保特定健診・各種がん検診・骨粗しょう症検診・
肝炎ウイルス検査などです。
　申し込みをされた人には、健診日の約３週間
前に受診票が届きます。完全予約制ですので、
健診日時を確認してお越しください。健診の際
は、必ず受診票と健康保険証を持参ください。
指定された健診日時に都合がつかない場合は、
どなたでも受付を変更できる時間を設けていま
すので、ご利用ください。事前連絡は不要です。
　医療機関で丹波市国保特定健診、がんセット
検診および婦人科（乳がん・子宮頸がん）検診
をお申し込みの人は、5 月中旬に受診票などの
案内書類が届きます。指定の医療機関を予約し、
受診してください。
　健診申込みをされていない人で健診を希望す
る人は、健康課まで相談ください。年に一度は
健診を受けて自分の身体の状態をチェックしま
しょう！

血圧を測っていますか

　5 月 17 日は「高血圧の日」、毎月 17 日は「減
塩の日」と日本高血圧学会と日本高血圧協会が
定めています。健診などで測定した場合は、血
圧が 140/90 mmHg 以上、家庭で測定した場合
は、135/85mmHg 以上が高血圧と診断されます。
　高血圧は、脳卒中や心臓病など、生命に関わ
る病気を引き起こす主要な原因です。しかし、
自覚症状がほとんどないため、日頃から注意が
必要です。血圧計をお持ちの人は、同じ条件で
定期的に測定しましょう。

【家庭での血圧の測り方】

●朝と夜に測定します。
朝 : 起床後 1 時間以内・朝食前・服薬前
夜 : 食後１時間以降・入浴前または入浴後１時
間以降・就寝前
●トイレを済ませ、１~ ２分安静にして測定します。
●原則２回 測定し、その平均を取ります。
●血圧が高い場合は、 週に５日以上測定した結
果を主治医に見せて、相談してください。

栄養士からの一言

×

×印は全館休館
△印は中央・青垣・山南
市島のみ休館
○印は市島のみ休館
□印は春日のみ休館

○
○

○ ○ ○ ○
□ □ □ □

△
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平成 30 年３月 14 日 井上花
か す み

澄さん（写真上）お兄さんお姉さんといっしょに！

平成 29 年４月 21 日 三方茜
あ か ね

音さん ( 写真中央 )お兄さんお姉さんといっしょに！ 平成 30 年３月６日 細谷恭
き ょ う じ

司さん

平成 27 年４月 28 日村上想
そ う ま

真さん 

 誕生日

出生

丹波の“幸せさん”を紹介

　「はぴたん‐Happy Tamba‐」では、生まれた子、
新婚夫婦、誕生日を迎える子を紹介します。市
の公式ラインで毎月 20 日前後に掲載者になれ
るクーポンを配信しています。平成 30 年２月 24 日梅垣 咲

え な

那さん

結婚記念日　平成 30 年３月 10 日
安達祐樹・涼香さんご夫婦

新婚 平成 28 年４月９日 真下 漣
れ ん

さん

 誕生日

 誕生日

 出生

はぴたん
Happy Tamba

 出生

３月届出順（敬称略）戸籍のまど

足立　怜
れ な

奏　勇
ゆう き

貴	 氷上町石生

瀬田　旺
おうしろう

志朗　 尚
なおのり

則 	氷上町賀茂

西本　彩
あや の

乃   朋
ともひろ

弘	 春日町東中

足立　脩
しゅうや

弥   昌
しょうた

太	 青垣町稲土 

荒木　愛
あ こ

心   梨
り え

映	 市島町酒梨

梅垣　咲
え な

那　   智
さとし

　氷上町西中

岸田　   周
あまね

　哲
てっぺい

平	 氷上町新郷

足立　翔
しょうせい

成  寛
ひろたか

尊	 氷上町新郷

足立　莉
りたろう

汰朗　 孝
こうすけ

輔　青垣町口塩久

松本　菜
な な

那　恭
やすあき

明	 柏原町柏原

目賀多　   穏
そよか

　 諒
りょう

　青垣町稲土

服部　晃
こうだい

大　武
たけ や

矢　氷上町下新庄

近藤　伶
れい か

香　大
だいすけ

輔	 柏原町田路

中尾　琳
りん か

香　亮
りょうた

太   柏原町下小倉

井口　   新
あらた

 　元
はじめ

　山南町岩屋

塩見　叶
かの ん

桜　将
しょうた

太　青垣町東芦田

林　　いちか　 圭
けいすけ

亮	 山南町応地

細谷　恭
きょうじ

司   智
と も き

希	 春日町黒井

村上　葵
あお い

一   典
のりよし

良	 山南町金屋 

仙水   椋
りょうたろう

大郎　 泰
た い き

樹	 青垣町小倉

中澤　蒼
あお い

依　　健
けん

　氷上町伊佐口

高見　なのは　 美
み ほ

歩	 山南町谷川

クレイグ　ジェムズトマス　サムエルリチャード  春日町小多利

田村　小
こは る

春　嘉
よしひと

仁  	山南町谷川

井上　花
かす み

澄　敬
けいぞう

三	 市島町上垣

久保　陽
ひさ と

聖　有
ゆ か り

加里	 氷上町石生

小南　友
ゆり な

莉菜　 智
と も や

哉	 氷上町成松

安田　灯
とう か

香     翔
かける

　山南町玉巻

横山　史
し お

桜　竜
たつ や

矢	 春日町黒井

足立　知
ちは る

悠　知
とも や

彌	 山南町村森

廣瀬　理
りお と

音　一
かず や

也	  氷上町新郷

足立　楓
そう た

太　   旭
あきら

　春日町黒井

井口　等
ひと し

志　65歳	 春日町平松

長久　宏
こういち

一　82歳	 氷上町清住

藤本　江
えみ こ

美子　  84歳	 山南町谷川

廣瀬　晃
こうじゅん

純　65歳	 青垣町小倉

荻野　隆
りゅうじ

二　89歳	 春日町野村

岸本　五
いつ お

夫　78歳  山南町北和田

田村　榮
えいいち

一　86歳	 山南町谷川

細見　真
しん じ

治　61歳　春日町上三井庄

足立　美
み え こ

惠子　 82歳	 柏原町柏原

大槻　幸
さち こ

子   74歳	 市島町南

細見　貞
さだ こ

子　94歳　市島町下竹田

芦田　弘
こういち

一　92歳　青垣町東芦田

吾孫子　みちよ　  78歳　氷上町柿柴

近藤　眞
まさ こ

佐子　  66歳	  春日町東中

下井　   勲
いさお

　47歳  氷上町佐野 

余田　利
とし お

男　91歳	  氷上町成松

進藤　昌
まさとし

彦　88歳   氷上町新郷

西山　   昇
のぼる

　77歳	  市島町喜多

井上　はるゑ　 81歳    氷上町御油

中野　正
まさのり

則   84歳	 青垣町沢野

鈴木　   誠
まこと

　85歳   氷上町日比宇

竹知　陽
よう こ

子   49歳	 春日町平松

廣瀬　正
まさゆき

而   85歳	 春日町松森

藤田　   博
ひろし

　93歳　柏原町大新屋

和田　さと江
え

　 96歳	 青垣町遠阪

芦田　良
よし こ

子   82歳	 氷上町成松

永井　静
しず お

男   76歳   柏原町下小倉

清水　なつゑ   87歳	 山南町谷川

鈴木　マスエ     92歳	 柏原町鴨野

田中　昭
しょうぞう

三   90歳   青垣町西芦田

谷口　みつゑ     83歳	 柏原町柏原

足立　   昌
あきら

   85歳	 氷上町賀茂

足立　ふみの  100歳	 春日町長王

足立　誠
まさひろ

宏   85歳	 春日町棚原

土田　嘉
かい ち

一   90歳	 青垣町沢野

柳川瀬　敏
とし お

夫　92歳	 山南町谷川

井上　秀
ひで こ

子   87歳  市島町上竹田

お誕生おめでとうございます

赤ちゃん　保護者　住　所

氏　名 　年齢   住　 所 
お悔やみ申し上げます

中村　豊
とよ じ

治   81歳  山南町奥野々

山内　わか子
こ

     76歳	 青垣町遠阪

植村　繁
しげ の

野   93歳	 青垣町小倉

北山　かめの     95歳  春日町野上野

山本　   保
たもつ

   87歳   氷上町御油

下方　   武
たけし

   78歳　  氷上町常楽

土田　玉
たま じ

治　91歳	 青垣町佐治

田中　政
まさ こ

子　81歳	 山南町谷川

服部　   勲
いさお

　88歳	 山南町山崎

蘆田　善
よし お

夫　94歳　青垣町西芦田

金川　しづゑ  100歳	 春日町山田

柳田　豊
とよ し

司   78歳	 柏原町柏原

岡田　昌
まさあき

明   70歳　春日町野上野

前田　ちさと　  90歳	 氷上町稲畑

松本　春
はる み

美    75歳	 氷上町稲畑 

有牛　小
こ

しう   101歳  市島町下竹田

水野　和
かずよし

芳　 89歳	 氷上町横田

吉本　まさの　　96歳	 山南町岡本

多田　行
ゆき お

雄　 77歳	 春日町多田

土井　みつ子
こ

　   91歳	 山南町梶

掲・示・板

世帯数と人口
総人口　 ６５，１４５人  （△２０９）　
 　男　　３１，２０７人（△１００）
 　女　　３３，９３８人  （△１０９）　
 世帯数　２５，６８７世帯 　 （１１）
＊平成 30 年３月末現在・（　）内は前月比
＊住民基本台帳に基づいて掲載

市内交通事故発生状況　
死　　者　　　　　２人  　    　（２）
傷　　者　　　　６０人  　　（１３）
人身事故　　　　４４件  　　　（３）
物損事故       　  ５１１件　  （△１１）   
＊平成 30 年３月末現在・   （　）内は前年同月比

今月の税
４月納期の納税はありません。
　税務課（氷上庁舎内）☎ 82‐2003

次回の献血
４月 25 日（水）氷上保健センター
＊午前 11 時 30 分～午後４時
５月 15 日（火）柏原自治会館
＊午前 11 時 30 分～午後４時
５月 29 日（火）春日住民センター
＊午前 10 時～午後４時
問 健康課 （氷上保健センター内）☎ 82‐4567

次回の休日開庁日

４ 月 28 日（土）・５ 月 26 日（土）
午前９時～正午　＊氷上庁舎市民環境課のみ
＊休日開庁日（毎月第４土曜日）の取扱業務

・住民票、戸籍謄（抄）本
・印鑑登録、印鑑登録証明書
・住民票、戸籍に関する諸証明書
※転入・転出の届出や税務証明の発行は行っ
ていません。
問市民環境課（氷上庁舎内）☎ 82‐2002問

 献血カー
ドをお持ち
ください
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３
月
24
日
か
ら
31
日
ま
で
、

柏
原
地
域
の
城
下
町
周
辺
で
、

か
い
ば
ら
雛ひ

な

め
ぐ
り
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
た
ん
ば
黎
明
館
な
ど

を
含
め
た
12
カ
所
で
雛
人
形
を

展
示
。
雛
人
形
の
ほ
と
ん
ど
は

市
内
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
も
の

で
、
江
戸
時
代
か
ら
平
成
の
も

の
ま
で
様
々
で
す
。

　

柏
原
藩
陣
屋
跡
で
は
、
織
田

家
６
代
目
藩
主
信の

ぶ
も
と古
の
娘
、
鶴

姫
愛
用
の
御
所
人
形
と
三
ツ
折

人
形
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
人

た
ち
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の

手
作
り
の
雛
人
形
、
つ
る
し
雛

も
エ
リ
ア
内
の
あ
ち
こ
ち
に

飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
つ
る
し

雛
は
雛
人
形
が
高
価
で
買
え
な

か
っ
た
時
代
に
、
わ
が
子
の
幸

か
い
ば
ら雛

め
ぐ
り

せ
を
願
っ
て
つ
く
ら
れ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。「
た
く
さ
ん

の
人
が
訪
れ
て
く
れ
ま
す
よ
う

に
」
と
、
イ
ベ
ン
ト
成
功
の
願

い
が
こ
も
っ
た
つ
る
し
雛
た
ち

が
会
場
を
に
ぎ
や
か
に
盛
り
上

げ
て
い
ま
し
た
。

１_ 昭和 30 年頃までつくられていた御殿雛を見つ
める親子２_ 出来上がりをイメージしてつるす雛を
仕分ける作業 ３_ 一つずつ手作業で繋がれる雛 4_
飾りつけられた色とりどりのつるし雛 5_ 精巧にで
きた道具に興味津々の男の子たち ６_ 雛人形に見入
る高校生７_ 織田家ゆかりの御所人形と三ツ折人形
８_ 丁寧に雛人形を飾りつけ９_ 雛めぐりでにぎわ
う柏原の城下町

１

３４ ２

５６

9

７

８



キ
ラ
ッ
と
光
る
丹
波
市
の
「
人
・
も
の
・
こ
と
」
の
え
え
な
ぁ
を
紹
介
し
ま
す
。

映
画
「
恐
竜
の
詩
」
の
製
作
を
全
面
支
援

丹
波
・
ム
ー
ビ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
（
Ｔト

ム

ス

Ｍ
Ｓ
）

映画製作を成功させる
キーワードは「丹波愛」

- 地域の魅力発信 -

ええなぁ 
TAMBA
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バ
ー
ス
デ
ィ
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
の
打

ち
合
わ
せ
中
、
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
る

と
、突
然
持
ち
込
ま
れ
た
の
が
、映
画
「
恐

竜
の
詩
」
の
話
で
し
た
。

　

丹
波
市
を
舞
台
に
し
た
映
画
を
撮
ろ

う
と
近
兼
拓
史
監
督
が
撮
影
を
始
め
て

い
る
が
、
撮
影
を
支
援
す
る
団
体
が
な

く
、
困
っ
て
い
る
と
い
う
内
容
で
し
た
。

監
督
と
丹
波
市
出
身
の
新
人
女
優
の
武

田
丹こ

こ
ね音
さ
ん
に
出
会
っ
て
、
サ
ポ
ー
ト

し
よ
う
と
決
め
た
の
が
昨
年
５
月
２
日

の
こ
と
で
し
た
。

　

丹
波
・
ム
ー
ビ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
（
Ｔ

Ｍ
Ｓ
）
を
立
ち
上
げ
て
か
ら
は
、
す
ご

い
速
度
で
物
事
が
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
情
報
発
信
の
た
め
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
・
ツ
イ
ッ

タ
ー
を
開
設
。
次
に
映
画
の
製
作
資
金

と
協
力
者
を
集
め
る
た
め
、
１
０
０
万

円
を
募
る
「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
」
を
企
画
。
近
兼
監
督
の
前
々
作
の

「
た
こ
や
き
の
詩
」
の
上
映
イ
ベ
ン
ト
も

行
い
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
の
準
備
期
間
、

約
10
日
。
６
月
17
日
、
映
画
の
製
作
発
表

の
場
で
Ｔト

ム

ス

Ｍ
Ｓ
お
披
露
目
。
監
督
や
協

力
者
た
ち
と
連
日
セ
ッ
ト
を
つ
く
っ
て
、

７
月
11
日
に
は
撮
影
ス
タ
ジ
オ
の
内
覧

　３月 24 日に完成披露式典を行った、
丹波市を舞台にした映画「恐竜の詩」
の製作をサポートするため、活動して
きた市民団体です。資金集めから協力
者募集、ロケセットづくりまで、あら
ゆるサポートをされてきました。代表
の河口さんに約１年間の活動を振り返
ってもらいました。（上部写真中央）

会
。
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
本
当
に
よ
く
や

っ
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　　

7
月
・
８
月
は
、
市
内
の
あ
ち
こ
ち

で
大
規
模
ロ
ケ
が
行
わ
れ
、
支
援
に
飛

び
回
り
ま
し
た
。
丹
波
竜
化
石
工
房
「
ち

ー
た
ん
の
館
」
と
元
気
村
か
み
く
げ
、

や
ま
な
み
ホ
ー
ル
に
柏
原
高
校
、
愛
宕

祭
。
真
夏
の
ロ
ケ
で
子
役
さ
ん
や
女
優

さ
ん
た
ち
の
体
調
を
心
配
し
ま
し
た
が
、

無
事
終
了
し
ま
し
た
。
３
０
０
人
を
超

え
る
エ
キ
ス
ト
ラ
さ
ん
の
協
力
も
あ
り
、

撮
影
を
盛
り
上
げ
ら
れ
て
本
当
に
う
れ

し
か
っ
た
で
す
ね
。

　

先
月
、
つ
い
に
映
画
が
完
成
し
、
完
成

披
露
式
典
と
地
元
先
行
プ
レ
ミ
ア
ム
上

映
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
後
、

み
な
さ
ん
を
見
送
っ
た
と
き
は
、
高
揚

感
と
達
成
感
に
包
ま
れ
、
本
当
に
幸
せ

で
し
た
。

　

丹
波
市
の
魅
力
が
つ
ま
っ
た
映
画
が

い
よ
い
よ
全
国
で
公
開
さ
れ
ま
す
。
5

月
12
日
か
ら
大
阪
市
十
三
の
シ
ア
タ
ー

セ
ブ
ン
で
、
６
月
に
は
東
京
で
上
映
が

決
定
。
順
次
全
国
で
公
開
予
定
で
す
。
た

く
さ
ん
の
人
に
観
て
も
ら
え
る
よ
う
、
宣

伝
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

東
京
・
大
阪
な
ど
全
国
公
開
へ

情
報
発
信
か
ら
セ
ッ
ト
づ
く
り
ま
で

ふ
っ
て
わ
い
た
映
画
の
話

真
夏
の
大
規
模
ロ
ケ
を
サ
ポ
ー
ト

- 地域の魅力発信 -ええなぁ TAMBA


